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　亜細亜大学硬式庭球部創部50年並びに、50年記念誌の発刊を心よりお祝い申し上げます。

　本部は昭和36年、女子ローンテニス部は遅れること5年、昭和41年に先輩諸氏のご努力により創部されました。
爾来、歴代部長先生、諸先輩、監督、コーチ並びにOB・OG諸兄姉のご指導に支えられ、数多の戦績を収めるに
至っております。
　大学王座優勝の他、全日本選手権での優勝、グランドスラム大会に出場選手を輩出。
また他方では本学が主体となり国際オープンテニス大会を開催・運営、学生テニス界のみならず日本テニス界をリー
ドしているといっても過言でないでしょう。
　ここ数年は他大学の追随もあり若干の苦戦を強いられておりますが、学生諸君には競技ばかりでなく本学建学の
精神である「自助・協力」のもと、またアジアのみならず世界に目を向け、国際感覚の豊かな社会人になるよう、バ
ランスのとれた学生生活を送っていただきたいと願って止みません。
　また、OB・OGの皆様、サポート頂いている指導スタッフの方 に々於かれましては、縁あって亜細亜大学に集った
家族であると思っております。どうか末永くご支援いただくとともに、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。
　少子化・大学生活の多様化等、大学テニス部を取り巻く環境は厳しさを増しておりますが、皆が一丸となりまし
て、亜細亜大学硬式庭球部・アジア女子ローンテニス部のさらなる発展と並びに部員諸君、先輩諸兄姉の健闘を
ご祈念申し上げます。

　末文になりましたが、多忙のなか本誌の編纂に携われた宇田川部長・金子部長はじめ、多くの方 に々御礼と感
謝を申し上げます。

創部50年を祝し、さらなる発展を

OB・OG会「緑衞会」会長

柴  廣一

　創部50年の節目にあたり、記念誌を発刊されるとのこと、より一層の飛躍を祈念すると共に、衷心よりお慶び申し
上げます。

　テニス部は、昭和36年の創部以来、全日本大学対抗テニス王座決定試合や全日本学生テニス選手権など、国
内最高レベルの大会において、素晴らしい戦績を収め、本学の名声を高めるとともに、国際大会で活躍する代表選
手を輩出するなど、先輩、指導者の方 の々ご尽力により、多くの困難を乗り越えながら、発展を遂げてこられました。
輝かしい伝統が今日まで受け継がれ、50周年を迎えられたことは、皆様の誇りであるとともに、大学の誇りでもあり
ます。大学を代表しお祝い申し上げます。
　本学は、地域産学公連携推進事業をとおして、地域の皆さんとのつながりを大切にしてまいりましたが、テニス部
は、平成19年からはじまった国際大会の開催にともない、『チャリティテニスクリニック』など様 な々イベントを通して、
地域内外から人を集め、交流の場を設け、近隣施設の集客に貢献するなど、地域活性化に大いに貢献してきまし
た。今後とも、スポーツを通じた地域コミュニティの活性化に寄与していただくことを期待しております。
　最近のテニス界は、錦織選手や国枝選手などの世界での活躍が注目されております。国際的な舞台で活躍する
ためには、失敗を恐れず、果敢に挑戦するチャレンジ精神が、大切なことの一つであると思います。社会生活にお
いても、失敗してもあきらめずに挑戦し続けることが重要です。学生時代の失敗やそれを乗り越えた経験の積み重
ねが、社会に出た時に大いに役立つということを、学生諸君には覚えておいてもらえればと思います。創部50周年
を機に、部員個 人々がさらに修練を重ね、テニス部が一丸となって、ますます飛躍することを期待しています。

　最後に、これまで応援してくださった皆様に、重ねて感謝致しますと共に、今後とも変わらぬご高配を賜りますよう
お願い申し上げ、50周年記念誌発刊への祝辞と致します。

50周年記念誌に寄せて

亜細亜大学・亜細亜大学短期大学部
学長

池島  政広
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　昭和36年に創設されました亜細亜大学硬式庭球部は、平成23年に創立50周年を迎えました。
　また、アジア女子ローンテニス部においても同年創立45周年を迎え、ご同慶の至りに存じます。

　この周年の節目を迎え、亜細亜大学硬式庭球部、アジア女子ローンテニス部といたしまして、この半世紀の歩み
を振り返り祝うため、「亜細亜大学テニス50年」と題して創立50周年記念事業を行うことといたしました。
　記念事業は、OB・OG会「緑衞会」のご協力を得て、平成24年に周年記念事業の事業計画を行い、翌25年1
月25日には「亜細亜大学テニス50年　記念事業」の内容について、卒業生各位にご案内をいたしました。この周
年記念事業は3つの事業からなり、一つは、『祝賀パーティー』の開催、『記念品「ネクタイ」「チーフ」』の製作、そ
してこのご挨拶を掲載いたしました『記念誌「亜細亜大学テニス50年」』の製作とし、この記念事業の推進のため
の協賛金を募集させていただきました。
　『祝賀パーティー』は、この記念事業のご案内と合わせてご案内し、平成25年3月2日土曜日に卒業生の方々 39
名、在学生、堀内監督を含め、総勢70名のご参加をいただきまして、亜細亜大学武蔵野キャンパス2号館6階多目
的ホールにて盛大にパーティーが執り行われました。
　当日は、部長、監督、コーチの挨拶をはじめ、各代の方 お々一人おひとりにご挨拶をいただき、この50年を懐かし
く振り返ることができました。当時の学生生活のご苦労や様 な々成果をお聞きし、お蔭様で感慨無量の一時を過ご
すことができました。当日は記念品をお持ち帰りいただき、記念誌の発行にご協力をお願いした次第です。ありがと
うございました。
　その後、2年間をかけて記念誌の編集作業を行ってまいりまして、この度当時の部員名簿の情報や各代の方から
のご投稿文書、写真などを掲載して、発行に至りました。
　亜細亜大学は、学則に「亜細亜融合に新機軸を打ち出す人材を育成するをその使命とする」と明示され、初代
学長・太田耕造先生が提示された高等教育機関の使命は、今般アジアの時代を迎えて、その意義は益 理々解され、
まさに実践されるべきものとなりました。
　テニスというスポーツとクラブという団体活動を通じて養成される、人間性、社会性はもとより、社会人基礎力を大
いに高めることにより、今後進展していくグローバル社会において、さらに多くの有能、闊達な人材を輩出して、テニ
ス部としても、亜細亜大学の使命を達成する一助となれるよう、努力を続けてまいりたいと思います。
　この50年を築いてこられました卒業生各位におかれましては、最大の敬意を表させていただき、益 の々ご活躍と
ご発展をされますよう、祈念申し上げる次第でございます。
　すべての卒業生に、亜細亜大学テニス部の卒業生であると胸を張って自慢をしていただけますよう、関係者一同、
この節目を機会に、心新たにしてチャレンジを続け、実績を上げてまいります。
　亜細亜大学にご関係いただきます皆々様には、テニス部、緑衞会に今後とも変わらぬご高配をたまわりますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

　亜細亜大学テニス50年、誠におめでとうございました。

亜細亜大学テニス50年

硬式庭球部　部長　

宇田川  裕

　創部５０周年の節目に当たり、亜細亜大学テニス部の発展のためにご支援、ご協力賜りました関係者の皆様に対
し、心より厚く御礼申し上げます。

　このことはひとえに本学テニス部の歴史と伝統を創りあげ連綿と受け継いでこられた諸先輩のおかげであり、部
長として敬意を表すとともに深く御礼申し上げます。
　さて、本学硬式庭球部・アジア女子ローンテニス部は創部以来、関東大学テニスリーグ男女連覇、全日本大学
対抗テニス王座決定試合男女優勝、全日本学生テニス選手権大会男女単複優勝、全日本テニス選手権男女単準
優勝、男子複優勝等、輝かしい戦績を収めることができました。
　私が現役部員だったころは、テニスコートが武蔵野キャンパスの１面と、日の出キャンパス４面のみで活動をしてお
りましたが、平成元年に衞藤瀋吉学長の大学スポーツ振興策として、堀内監督がテニス部監督に就任してからは破
竹の勢いで改革が進んでいきました。テニスコートも日の出キャンパスに１２面（現在は１０面）となり、トレーニングセ
ンターも完備され、練習環境の整備が進みました。その後、日々 練習に励み、部員同士が切磋琢磨することにより、
関東大学リーグにおいても毎年順調に昇格し、ついには念願の１部リーグに昇格することができました。
　衞藤先生は、学生に対して、決してテニス馬鹿になってはいけない、バランスの取れた人間になりなさいと常に指
導しておりました。「テニスはどこへ行っても誰とでも友達になれるスポーツ」「誠実な人柄のテニス選手は、どんな仕
事もひとりでやり抜くことができるよ」とおっしゃっておりました。衞藤先生はテニスが大好きで、自ら体験されて、そ
れを知っていたからこその言葉でした。
　我 ス々タッフは、衞藤先生がおっしゃった指導方針を常に念頭に置いて学生指導を行い、テニス部の更なる発展
に尽力していきたいと思います。

　今後も亜細亜大学テニス部が持続的に発展していくため、課外活動における人間性の育成・推進を図りながら
も、テニス部としての絆を持ち、強くまとまっていくことを期待しつつ、今日まで営 と々引き継がれてきた伝統と格式と
を守りながら、テニス部部長として精一杯努力と挑戦とを続けていく所存であります。その上で、ＯＢ・ＯＧ諸氏も含め
多くの方 の々ご協力、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

テニス部創部50周年　ご挨拶

アジア女子ローンテニス部  部長

金子  国彦
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　「亜細亜大学学長の衞藤です。帰国したら大学で会おう」

　昭和62年7月、私がジュニア日本代表チームのコーチとしてロンドン（ウィンブルドン）に遠征をしていたときに頂
いた電話です。
　帰国して、学長室を訪ねてみると、衞藤先生はランニングシャツに下駄履きといった出で立ちで私を迎え、大学改
革についての思いをぶつけてきました。
　そこで私も、生意気にも自分の思いをぶつけました。
　日本テニス界は18歳以上の強化が課題であること、大学での指導の必要性、そして世界挑戦―当時の私は26
歳です。
　衞藤先生は、私の話をにこにこしながら聴いてくださり、こう言いました。
　「テニスはどこへ行っても誰とでも友達になれるスポーツ」
　「誠実な人柄のテニス選手はどんな仕事でもひとりでやり抜くことが出来るよ」と。
　スポーツを強化する目的が、宣伝や経済効果を考えての手段となることが少なくない世の中で、衞藤先生の純粋
な考え方に私は惹かれ、亜細亜大学を選びました。
　あれから25年が経ち、あのときがなかったら・・・今の私もテニス部もありません。
　創部50年を迎え、その半分を携わるにあたり、衞藤瀋吉学長にはじめてお会いしたときのこの言葉が支えのすべ
てとなりました。

　これからもこの先生のお言葉を胸に学生と向かい合ってゆきます。

この出会いですべては始まった。

亜細亜大学  硬式庭球部・
アジア女子ローンテニス部  監督

堀内  昌一（法学部教授）

　50周年の節目、記念誌の発刊にあたり、諸先輩の皆様には心より敬意と感謝を申し上げます。
　現役学生が何不自由なく自身の夢を追いかけ、テニスコートを走ることができるのも、OBOGの皆様の努力の積み
重ねがあってこそだと思っています。

　遡ること20数年前、卒業したOBの1人として、この記念誌に名前を連ねられたことを誇りに思います。
　この50年、世の中を含めてテニス部も変化の連続でした。そんな今、現役学生はとても贅沢な環境でテニスが出
来ています。2名の部長・監督・関係する8名のコーチングスタッフ・トレーナー。そして、数多くのOBOGの諸先
輩の存在。また、男女で国際テニストーナメントを開催し、10面のナイター付テニスコートやトレーニングジムやフィー
ルドを自由に使うことが出来ます。学生日本一には何度も輝きました。全日本選手権も学生でチャンピオンに。そし
て今では、卒業生がグランドスラムへも挑戦しています。
　昨今、変わらないものは「自助協力」という建学の精神と珍々亭の「油そば」、武蔵引田駅がいまだに単線くらい
のことでしょうか。
　激変の時代、この50年誌の存在はとてもありがたいものです。

「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」という言葉があります。この発刊は、卒業生が思い出を語るだけでなく、
現役学生にとって、卒業していく学生にとって、これから入学してくる学生にとって、テニス部の背景や歴史を学ぶ
素晴らしい記念誌になります。
　テニス部コーチとしては、今後の活躍を記念誌に加えていけるように、さらにテニス部全体で、心身を磨いて精進
していきたいと思います。

　最後に、これからのテニス部と関係各位OBOG諸先輩皆様のさらなる発展とご健勝を心より祈念してご挨拶とさ
せて頂きます。

テニス部コーチとして・OBとして

平成3年度卒　
亜細亜大学テニス部  コーチ

森  稔詞
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緑衞会とは
　緑衞会とは、亜細亜大学OB・OG会の名称です。
　亜大の校旗のグリーン（緑）と亜大テニス部に大変ご尽力いただいた衞藤瀋吉先生のお名前をいただき「緑衞会」と
OB・OG総会にて名付けました。

緑衞会の設立について
　今から10年前は、OB・OG会の組織が全くなく、後輩の清水雅一君を中心として個人的に応援をしている状況でした。
その中で、組織があった方が現役を応援しやすいという声が上がり、2002年に新宿のホテルにOB・OGが70名位集まり
盛大に会を催し、設立しました。
　設立に際しましては、諸先輩方や後輩の皆様方の多大なご援助とご協力を頂き、その中で清水君がよく取りまとめてくれ
ました。又、当時部長の大島正克先生、中村建先生、現部長の宇田川部長、金子部長、そしてテニス部の堀内監督、森コー
チをはじめとする皆様の熱心なご協力を頂き、今日に至っております。
　ご尽力、ご協力頂いた皆様方にこの紙面を借りて厚く御礼申し上げます。

印象に残っている応援活動について
　応援で特に印象に残っているのは、2003年の関東リーグ戦での男女アベック優勝と、2005年の深夜（24時）に及ぶ男
子入替戦です。
　アベック優勝は、男女ともに最後の試合まで優勝が決まらず、比嘉明人君が痙攣で救急車に運ばれるアクシデントもあり
ましたが、全員のチームワークで勝ち取ったものでした。又、深夜に及んだ入替戦は、慶應大学との対戦で、ダブルスの劣
勢から始まり、最終試合が22時から24時迄という壮絶な戦いでした。最終試合は、冨田真吉君がストレートで勝ち、その
結果５勝４敗で一部を守った、まさに全員での勝利でした。この時は終電がなくなり応援に来てくれた女子部員に緑衞会で
タクシー代を支援するというエピソードもありました。（残念ながら、私は支援対象外でした）この二つの応援は、素晴らしい
チームワークという事で、今でも鮮明に記憶しています。

衞藤先生の思い出
　衞藤先生は、2012年のテニス部チームガイドに堀内監督が書かれているように、テニス部の発展に最も力を注いでくだ
さった先生です。
　私の中で一番記憶に残っているのは、先程書きました慶應大学での入替戦に来て頂いた時でした。
　9月末の雨で寒い日でした。ご体調が悪そうな中、スーツの上からベンチコートを着られて、応援して頂きました。この時、
試合前の選手に向い「君たちは一度も一部から落ちていないテニス部で、強いんだ。今日は負けてきても下を向かないで、
上を向いて試合をやろう。」と励ましていただきました。このお言葉もあり、全員で戦った結果の逆転勝利でした。

これからの緑衞会について
　最近、現役の応援に行きますと、緑衞会の20代、30代前半の若手OB・OGは熱いエールを送っていますが、40代より
上のミドル・シニアのOB・OGは、ほとんど来ていないように感じます。
　衞藤先生が言われた「現役が元気なテニス部になってもらいたい」を実現するために、私も含めて、ミドル・シニアの
OB・OGがもっと積極的に応援や会費の協賛、又総会への参加をしてもらいたいと思います。
　現在、緑衞会は後輩の柴廣一君が会長で取りまとめていますが、是非そういう環境作りを今迄以上にお願いしたい。
　そして「人のつながり」を大事にしているテニス部同様、緑衞会にも同じ事を期待しております。

「緑衞会と衞藤先生の思い出」

昭和45年度卒　主将

林  健作（緑衞会  初代会長）
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15：30～　受付開始  2号館6階
16：00～　開会
16：02～　開会挨拶  硬式庭球部部長
16：05～　祝辞  来賓
16：10～　祝辞  卒業生代表  OB・OG会会長
16：15～　乾杯  卒業生代表  前OB会長
16：20～　懇談
16：45～　創部からの歴史と主な戦績紹介

17：00～　祝辞  卒業生
17：35～　在学生挨拶  男女主将
17：45～　祝辞  監督
17：55～　祝辞  コーチ代表
18：00～　万歳三唱  OB・OG会幹事長
18：05～　第一学生歌斉唱　
18：10～　閉会挨拶  謝辞  アジア女子ローンテニス部部長

式　次

亜細亜大学テニス50周年  祝賀パーティー　

Party祝賀パーティー

平成25年３月２日（土曜日）16：00 ～  （15：30 ～受付開始）
亜細亜大学  ２号館６階多目的ホール
JR中央線  武蔵境駅  徒歩12分  学内中央2号館

開催日時：
開催場所：
アクセス：

祝賀パーティー参加者の皆様

清水 雅一 清水 和恵 森川 ゆき子 生貫 賢一 土橋 憲治 宮坂 敦 浅田 栄

森山 啓子 松橋 史子 高田 大介 兼田 正道 中村 敦紀 一牛 陽一 林 健作

佐藤 武文 町田 謙一 尾田 健一 村居 誠悟 内海 元希 宮崎 靖雄 豊田 昭彦

志田 知之 北﨑 悦子 鈴木 元彦 清田 義男 小田部 克則 森井 景子 高橋 敬一

土居 諒太 柏谷 隆斗 神山 克己 右川 史子 森 稔詞 岡村 麻千香 赤堀 奈緒

森 大明 堀内 昌一 監督 中村 光英 金子 国彦 三谷 広域 宇田川 裕 渡辺 芽衣

宇佐川 沙耶 佐藤 俊介 高山 和也 田村 亮 小堺 遠馬 白井 卓也 江本 壮之介

山口 福太郎 鍛代 悟 谷戸 孝雄 糸井 彬 宮脇 駿 根岸 遼 秋山 和潤

井上 裕貴 神戸 優平 野田 雄希 賀川雄太 林 倫正 田中 宏幸

高橋 良平 細川 芳樹 柴 廣一

在学生挨拶在学生挨拶 記念品贈呈記念品贈呈

歴代卒業生ご挨拶

学生歌斉唱

懇談懇談

学生歌斉唱

李 国淵
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硬式庭球部設立
通常は平日武蔵野キャンパス周辺のテニスコートで練習、土日は対抗戦、試合期は、春季、夏期関東学生、秋
季新人戦、春季リーグ戦を戦っていた。

武蔵引田にある日の出セミナーハウスのグランドにハードコート3面、クレーコート1面が完成

衞藤瀋吉学長によるスポーツ振興でテニス部が特別強化団体の一つとなる。
日本体育大学助手の堀内昌一氏を監督に採用、セレクション制度が改めて適用された。

70数校の激戦区から這い上がり7部リーグで優勝、念願の6部リーグに昇格を果たし、歴代の先輩方から当時
の部員まで歓喜に酔いしれた。
当時の関東学生テニスリーグは、７部制。１部から６部までは各６校ずつで総当たりのリーグを編成し、７部のみ
70数校がトーナメント形式でリーグ戦を戦った。

ハードコート3面クレーコート2面が増設
その後、日の出校地南側の道路拡張のためのセットバックで、さらに東側にハードコート4面、人工芝2面が場
所を変えて新設され、ハードコート8面、人工芝2面の計10面のテニスコートという環境が整った。

　ここまでの道のりは決して簡単なものではなかった。当時の学長衞藤先生をはじめ、諸先生方、その他いろいろな方 の々ご支援をいた
だいて、素晴らしい環境が整ったのだ。OBの先輩方は会うたびにおっしゃっている。「君達は幸せである。こんなに良いコート、トレーニン
グ施設、よいコーチに囲まれてテニスに励むことができるのだから」と。その想いを部員一同決して無駄にしまいと、堀内監督の下、日々 練
習を続けている。
　春季は日の出セミナーハウスの厳しい寒さのなか2か月の合宿、夏は日照りが続くなか1か月の合宿、毎日の厳しい練習の後、特別に設
けられた筋力トレーニング、サーキットトレーニング、マラソン。1日の練習が終了するのは8時半になる。その後も自主トレーニングとしてラ
ンニングをするものがいるので、それはすさまじいものであるといえる。ただ、そこに生きている魂は、昭和36年から現在に至るまでの先輩
方の良き伝統とスポーツにおいての和や礼儀があったからだと感謝している。しかし、我 は々満足していない。最高の環境を与えてくださっ
た学長先生、本物のテニスを熱心に指導いただいている監督、コーチ、歴史を築きあげてこられた多くの先輩方に、男女揃っての「日本一」
をプレゼントできたらと、部員一同団結して、今後も努力邁進していく所存である。

「亜細亜学園四十年史」「亜細亜学園五十年史」を元に作成

昭和36年

昭和54年

昭和62年

昭和63年度

昭和64年

歴史
亜細亜大学硬式庭球部

History

昭和63年度 7部リーグ　優勝 6部リーグ昇格
昭和64年度 6部リーグ全勝優勝 5部リーグ昇格
平成 2 年度 5部リーグ全勝優勝 4部リーグ昇格
平成 3 年度 4部リーグ全勝優勝 3部リーグ昇格
平成 4 年度 3部リーグ全勝優勝 2部リーグ昇格　
平成 5 年度 2部リーグ全勝優勝 1部リーグ昇格
平成 6 年度 1部リーグ　優勝 全日本大学テニス王座決定試合　初優勝
平成 7 年度～ 12年度 1部リーグ　優勝
平成15年度 1部リーグ　優勝 等々

アジア女子ローンテニス同好会発足
同好会として発足以来、本学初の女子だけのクラブ。本当にテニスを愛し、かつ精神的な和を求めて女子学生
が集った。発足当時は、3号館裏のテニスコートを利用して練習を行っていた。

アジア女子ローンテニス部に昇格

男子硬式庭球部とともに特別強化団体となる。

セレクション制度の導入
素晴らしい技術を持った高校生の実力向上が目的であった。以来、部は一段と強化され、毎年行われる春季
リーグ戦では、全勝優勝し、5部から平成元年に4部昇格、平成2年には3部に昇格、そして2部、1部と昇格を
果たしていくのである。

　練習は日の出テニスコートで毎日行われ、部員のほとんどが、関東学生クラス以上の戦績を収め、常に一人ひとりが全日本クラスを目指
している。
　このような素晴らしい環境で活動できることは、大変喜ばしいことである。そして現在の私たちがあるのも、これまでの先輩方の並 な々ら
ぬ努力によるものである。部の土台がしっかりしていたからこそ、充実した活動ができ、よい結果につながっているのだと思う。そのことに
対し、常に感謝の念を忘れずに頑張っていきたいと思う。他の部に比べ歴史は浅いが、これからなお一層、精進していくとともに、これま
での伝統を守り続け、また、作り続けたいと思っている。

「亜細亜学園四十年史」「亜細亜学園五十年史」を元に作成

昭和41年

昭和54年

昭和62年

昭和63年度

亜細亜大学アジア女子ローンテニス部

部　長　昭和37年～ 46年 祥瑞専一教授
　　　　昭和47年～ 56年 浅見方舟教授
　　　　昭和57年～平成4年3月 千葉則夫教授
　　　　平成 4 年～平成7年 牧田有信教授
　　　　平成 7 年～平成23年3月 大島正克教授
　　　　平成23年4月～現在 宇田川裕
副部長　昭和59年4月～平成23年3月 宇田川裕

リーグ戦結果

歴代部長・副部長

リーグ戦結果

歴代部長・副部長

昭和64年度 5部リーグ　優勝 4部リーグ昇格
平成 ２ 年度 4部リーグ　優勝 3部リーグ昇格
平成 ３ 年度 3部リーグ　優勝 2部リーグ昇格
平成 ４ 年度 2部リーグ　優勝 1部リーグ昇格
平成 ５ 年度 1部リーグ　優勝 全日本大学テニス王座決定試合　初優勝
平成 ６ 年度～ 12年度 1部リーグ　優勝
平成14年度～ 15年度 1部リーグ　優勝 等々

部　長　昭和41年～ 63年 山田清市教授
　　　　平成元年～平成6年 田部井圭子講師
　　　　平成7年～平成22年3月 中村建教授
　　　　平成23年4月～ 金子国彦
副部長　平成2年4月～平成23年3月 金子国彦
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1968年 8月20日 日光夏合宿1966年 7月15日 山中湖

在 籍 メ ン バ ー
19701968 1969〜1968年度以前

在 籍 メ ン バ ー
年度昭和 43 昭和 43

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 祥瑞専一教授
主将 林　健作 3 法 荻窪

副主将 遠藤寿好 3 法 日本学園
主務 杉山時矢 3 済 正則

副主務 松吉　修 2 商 世田谷
会計 篠沢敬子 1 短 女子聖学院
会計 森山知英子 1 短 上野学園

生貫賢一 4 商 自由ヶ丘
北島幹哉 4 済 正則
土橋憲治 4 商 正則
小池岩雄 4 法 世田谷
松本　滋 4 法 正則
大日方智義 4 済 目黒
田中史子 4 法 駒沢学園
高梨満喜子 4 法 城右学園
塩飽豊成 2 商 井草
都築章吉 2 済 世田谷
長島岩美 2 済 明星学園
木畑好泰 2 商 早稲田実業
相沢健男 2 済 自由ヶ丘
奥　好三郎 1 山陽
宍倉　裕 1 早稲田実業
佐藤正喜 1 商 日本大学東北工業
藤野茂樹 1 商 高田
近藤善二郎 1 済 韮山
青木重信 1 法 清水南
深沢　裕 1 法 盛岡第四
太田哲雄 1 東筑

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 祥瑞専一教授
磯部晴治 4
古市信弘 4
坂本民雄 4

主将 生貫賢一 3 商 自由ヶ丘
副主将 北島幹哉 3 済 正則

主務 土橋憲治 3 商 正則
企画 小池岩雄 3 法 世田谷
統制 松本　滋 3 法 正則

副主務 大日方智義 3 済 目黒
田中史子 3 法 駒沢学園
高梨満喜子 3 法 城右学園
林　健作 2 法 荻窪
遠藤寿好 2 法 日本学園
杉山時矢 2 済 正則
塩飽豊成 1 商 井草
都築章吉 1 済 世田谷
長島岩美 1 済 明星学園
木畑好泰 1 商 早稲田実業
相沢健男 1 済 自由ヶ丘
松吉　修 1 商 世田谷

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
主将 山本正子 3 商 蟻ヶ崎
副将 秋葉寿美枝 3 商 淑徳学園
主務 中西いづみ 3 商 蟻ヶ崎
統制 菊池紀子 3 三本木

日野康江 2 鼎が浦
南保真知子 1 短 十文字
高沢美江子 1 商 東松山港
両角恵美子 1 短 諏訪実業
宮坂秀子 1 諏訪実業
川村和子 1 三本木
八木喜久江 1 商 都立第二商業
青木美江子 1 米沢東
高橋ヨシ子 1 法 秩父

硬式庭球部
卒業年度 氏　名

37 高木武三郎
栗原　一

38 渡辺恭司
原　麟一
森　治雄
工藤　功

39 小沢一美
住吉正孝
阿部良昭
大中孝夫
室伏卓二
井上　光
高瀬秀雄
村上弘吉
木挽孝子
横尾敏子
藤原恵美子
石原みずゑ
佐藤洋子

40 川勝亮男
金子健太郎
日吉紘二
湯川哲雄
高桑　勝
小田豊章
永井恵子
三井美代子
加藤昌子
星野佐智子

41 林　勝蔵
松島克夫
織田民雄
立花寛城
杉田　進
稲見紀子
鴨下亘子
小坂ますみ

42 池田修文

女子ローンテニス部
卒業年度 氏　名

42 丸山清子
大坂聡子
柴野久江
柳沼友子
小川エイ子
本橋道子

年度
在 籍 メ ン バ ー
昭和 44

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 祥瑞専一教授
林　健作 4 法 荻窪
遠藤寿好 4 法 日本学園
杉山時矢 4 法 正則

主将 相沢健男 3 済 自由ヶ丘
副将 長島岩美 3 済 明星学園
主務 塩飽豊成 3 商 井草
副務 木畑好泰 3 商 早稲田実業

体育会役員 松吉　修 3 商 世田谷
会計 篠沢啓子 2 短 女子聖学院

都築章吉 2 済 世田谷
佐藤正喜 2 商 東北工業
藤野茂樹 2 商 高田商業
青木重信 2 法 清水南
深沢　裕 2 法 盛岡第四
近藤善二郎 2 済 韮山
森山知英子 2 短 上野学園
一牛陽一 1 営 若商業
小西正実 1 営 戸山
和久井斎 1 営 正則
石戸　裕 1 営 柏日体
手塚達人 1 済 松本三須ケ丘
清水雅一 1 済 昭和第一工業
前川正陽 1 法 練馬工業
上妻俊二 1 法 真和
関谷尚文 1 法 上野
小林　薫 1 法 城北
回里文江 1 短 宝仙学園

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
主将 秋葉寿美枝 4 商 淑徳学園
主務 中西いづみ 4 商 蟻ヶ崎
副将 高沢美江子 2 商 東松山
副務 高橋ヨシ子 2 法 秩父

八木喜久江 2 商 都立第二商業
南保真知子 1 短 十文字
両角恵美子 1 短 諏訪実業
相京弘子 1 短 成田
夜久和子 1 短 自由学園
小沢文恵 1 短 八潮
関谷京子 1 短 須坂東
藤田収子 1 短 三条東

年度
在 籍 メ ン バ ー
45昭和

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
市川洋子 4
比木むつ子 4
山本正子 2 商 蟻ヶ崎
秋葉寿美枝 2 商 淑徳学園
中西いづみ 2 商 蟻ヶ崎
菊池紀子 2 三本木
日野康江 1 鼎が浦
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年度
在 籍 メ ン バ ー
46昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
青木重信 4 法 清水南
佐藤正喜 4 商 東北工業
藤野茂樹 4 商 高田商業
都築章吉 3 済 世田谷
近藤善二郎 3 済 韮山
深沢　裕 3 法 盛岡第四

主将 手塚達人 3 済 松本三須ケ丘
副将 一牛陽一 3 営 若商業
副将 小西正実 3 営 戸山
主務 清水雅一 2 済 昭和第一工業
総務 石戸　裕 3 営 柏日体
財務 和久井斎 3 営 正則
副務 今井和夫 2 短 世田谷

小倉武雄 2 法 目黒
吉田健男 2 済 市川学園
北　礼慈 2 済 塔南
戸塚　哲 2 営 安中
田上哲次 2 営 城西
長崎俊一 2 営 成立商業
東山相喜 2 法 第二商業
小林龍一 1 済 下館第一
門屋正俊 1 済 新田
白石正明 1 営 八千代

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
主将 高沢美江子 4 短 東松山
主務 八木喜久江 4 短 都立第二商業
副将 鈴木千恵子 2 商 都立第二商業
副務 山崎節子 2 法 宝仙学園

村岡えり子 2 法 大舘桂
小美野恵子 2 短 富士見丘
浦本裕子 1 法 八重山
加藤千奈美 1 短 川俣
桜庭光子 1 短 大舘桂
神保真弓 1 短 十文字
富檻純子 1 短 豊島
山口雅江 1 済 糸魚川
滝谷ゆき子 1 営 紋別北
山田紀子 1 営 沼田女子
小野みき 1 営 釜石南
深見まり子 1 短 校正学園女子
上平和子 1 法 福岡
松本和恵 1 短 浜松南

年度
在 籍 メ ン バ ー
昭和 49

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
吉田健男 4 済 市川学園
今井和夫 4 短 世田谷
小倉武雄 4 法 目黒
東山相喜 3 法 第二商業

主将 白石正明 3 営 八千代
主務 小林竜一 3 済 下館第一

副主将 若杉照喜 3 法 八千代
谷地田英二 3 法 大舘南
竹内　勉 3 済 登別
高橋一臣 2 済 小樽商業
磯田輝昭 3 営 錦城
渡辺誠治 3 済 錦城学園
海野泰典 2 営 八千代
上条　稔 2 営 武蔵工業大学附属
舟川謙世 2 法 八善
近藤雅史 2 法 板橋
鈴木寛隆 2 法 寒河江
鎮目利一 2 法 北
高橋敬一 2 営 八千代
中村まり子 2 営 室蘭清水丘
幡鎌幸子 1 営 成東

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
山崎節子 4 法 宝仙学園
村岡えり子 4 法 大舘桂

主将 滝谷ゆき子 2 営 紋別北
主務 山口雅江 3 済 糸魚川
副将 石山綾子 2 短 加美農業
副務 渡辺聡子 1 営 川村学園

垣花由利子 1 短 コザ
荒木加久枝 1 法 双葉
水谷玲子 1 済 桐生女子
滝まゆみ 1 短
松沢智子 1 短 清心女子
加藤玲子 1 短 杉並
樫木広子 1 短 川越女子
前林雅子 1 短 久留米
ジェイブ・ミ・ホア 1 ベトナム
辻なるみ 1 短 第一商業
長内優子 1 営 木造
蜂屋　泉 1 営 玉川

年度
在 籍 メ ン バ ー
昭和 50

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
白石正明 4 営 八千代
小林竜一 4 済 下館第一

主将 若杉照喜 3 法 八千代
副主将 谷地田英二 3 法 大舘南
副主将 竹内　勉 3 済 登別

主務 渡辺誠治 3 済 錦城学園
副務 高橋一臣 3 済 小樽商業

学連委員 磯田輝昭 3 営 錦城
白旗正芳 2 法 角館
海野泰典 2 営 八千代
舟川謙世 2 法 八善
近藤雅史 2 法 板橋
鈴木檳隆 2 法 寒河江
鎮目利一 2 法 北
高橋敬一 2 営 八千代
袴田隆久 1 済 浜名湖東
黒岩重巳 1 済 東海大学高輪台
市原　保 1 済 船橋東
和気勝利 1 営 黒磯
藤田哲二 1 法 八千代
湊　育子 1 法 成東
幡鎌幸子 2 営 成東

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
山口雅江 4 済 糸魚川
滝谷ゆき子 4 営 紋別北

主将 渡辺聡子 3 営 川村学園
主務 蜂屋　泉 2 営 玉川
副将 石山綾子 2 短 加美農業
副務 松沢智子 2 短 清心女子

長内優子 2 営 木造
樫木広子 2 短 川越女子
前林雅子 2 短 久留米
水谷玲子 2 済 桐生女子
辻なるみ 2 短 山梨第一商業
加藤玲子 2 短 杉並
郭　慧珍 1 短 高雄復華中学
山本ゆかり 1 短 桜美林
瀬瑞高子 1 短 水戸女子商業
和田充代 1 短 上溝
中妻里佳子 1 短 都立第一商業
川崎真弓 1 営 赤坂
小熊正美 1 新潟女子
高岡美智子 1 短 米沢女子

在 籍 メ ン バ ー
年度昭和 47

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 祥瑞専一教授
長島岩美 4 済 明星学園
塩飽豊成 4 商 井草
松吉　修 4 商 世田谷
木畑好泰 4 商 早稲田実業

総務 都築章吉 3 済 世田谷
主将 青木重信 3 法 清水南
副将 佐藤正喜 3 商 東北工業
主務 藤野茂樹 3 商 高田商業

深沢　裕 3 法 盛岡第四
近藤善二郎 3 済 韮山
小西正実 2 営 戸山
石戸　裕 2 営 柏日体
一牛陽一 2 営 若商業
和久井斎 2 営 正則
手塚達人 2 済 松本三須ケ丘

会計 清水雅一 2 済 昭和第一工業
会計 回里文江 2 短 宝仙学園
会計 梅田さとみ 2 短 宝仙学園

山本政博 1 済 成城
長崎俊一 1 営 成立
今井和夫 1 短 世田谷
小倉武夫 1 法 目黒
吉田健男 1 済 市川学園
田上哲次 1 営 城西
魚取孝史 1 法 八丈
小林　薫 1 法 城北
栗原繁弘 1 済 上仙農業
北　不慈 1 塔南
奥平栄子 1 短 麹町学園
鹿島輝子 1 短 麹町学園

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
副将 高沢美江子 2 商 東松山
主将 高橋ヨシ子 3 法 秩父

八木喜久江 3 商 都立第二商業
南保真知子 2 短 十文字
両角恵美子 2 短 諏訪実業
相京弘子 2 短 成田
夜久和子 2 短 自由学園
小沢文恵 2 短 八潮
関谷京子 2 短 須坂東
藤田収子 2 短 三条東
鈴木千恵子 1 商 都立第二商業
山崎節子 1 法 宝仙学園
村岡えり子 1 法 大舘桂
小美野恵子 1 短 富士見丘
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1978年7月 軽井沢　夏合宿

1978年7月 軽井沢　夏合宿

1977年 銀杏祭 1978年7月 軽井沢　夏合宿 1978年 卒業式

50th anniversary 1978年度
在 籍 メ ン バ ー
51昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
若杉照喜 4 法 八千代
谷地田英二 4 法 大舘南
竹内　勉 3 済 登別
渡辺誠治 3 済 錦城学園
高橋一臣 3 済 小樽商業
磯田輝昭 3 営 錦城

主将 海野泰典 3 営 八千代
副将 舟川謙世 3 法 八善
主務 近藤雅史 2 法 板橋

学連委員 高橋敬一 2 営 八千代
袴田隆久 2 済 浜名湖東
黒岩重巳 2 済 東海大学高輪台
市原　保 2 済 船橋東
藤田哲二 2 法 八千代
小林一郎 1 法 創価
小笠原吉則 1 営 米内沢
豊田昭彦 1 営 日本大学山形
小林克己 1 営 堀越
永野耕治 1 営 北淀
幡鎌幸子 3 営 成東
前田千恵子 1 短 芝商業
金子奈緒子 1 営 本所
堀内昌子 1 営 本所

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
渡辺聡子 4 営 川村学園
畑山実鈴 2 営 深川

トレーナー 高岡美智子 3 短 米沢女子
学連 小林則子 2 短 城北
渉外 瀬瑞高子 2 短 水戸女子商業
渉外 山田幸子 2 短 城北

小熊正美 2 短 江南
和田充代 2 短 上溝
山本ゆかり 2 短 桜美林
井上清美 1 短 武蔵野女子学院
長井光江 1 短 焼津

年度
在 籍 メ ン バ ー
52昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
海野泰典 4 営 八千代
舟川謙世 4 法 八善
近藤雅史 3 法 板橋
高橋敬一 3 営 八千代

主将 藤田哲二 3 法 八千代
副将 袴田隆久 3 済 浜名湖東
主務 市原　保 3 済 船橋東
副務 大鷲秀明 3 済 盛岡商業

学連委員 小林克己 2 営 堀越
永野耕治 2 営 北淀
豊田昭彦 2 営 日本大学山形
米納靖郎 2 済 九州学院
吉本照光 2 済 夕張北
幡鎌幸子 4 営 成東
前田千恵子 2 短 芝商業
金子奈緒子 2 営 本所
堀内昌子 2 営 本所
加納国丘 1 済 千歳丘
野沢喜一郎 1 法 鎌倉学園
菱木利英 1 営 横須賀
吉野伸二 1 営 広島観音
安藤　実 1 営 日本大学山形
志田知之 1 営 日本大学山形
山田和弘 1 営 京華
有馬俊雄 1 営 秋川
張　健二 1 営 日大
猪野博史 1 営 八街
小池修一 1 済 安中

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
蜂屋　泉 4 営 玉川
長内優子 4 営 木造

会計 畑山実鈴 3 営 深川
主将 長井光江 2 短 焼津
主務 井上清美 2 短 武蔵野女子学院
副務 川畑雅子 1 短 釜石南
学連 高地良子 1 短 桜水商業

副会計 神保智子 1 短 高木女子商業
渉外 中台みつ子 1 短 神田女学園
副将 林　洋子 1 短 八潮

年度
在 籍 メ ン バ ー
昭和 53

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
藤田哲二 4 法 八千代
袴田隆久 4 済 浜名湖東
市原　保 4 済 船橋東
大鷲秀明 4 済 盛岡商業

主将 豊田昭彦 3 営 日本大学山形
副将 米納靖郎 3 済 九州学院
主務 小林克己 3 営 堀越
副務 永野耕治 3 営 北淀

学連委員 吉本照光 3 済 夕張北
猪野博史 2 営 八街
志田知之 2 営 日本大学山形
安藤　実 2 営 日本大学山形
有馬俊雄 2 営 秋川
張　健二 2 営 日大
山田和弘 2 営 京華
吉野伸二 2 営 広島観音
小池修一 2 済 安中
大月正巳 2 済 岡山
野沢喜一郎 2 法 鎌倉学園
野上義照 2 法 函館有斗
柴　廣一 1 営 桜町
宮坂　敦 1 営 高津
小池宏昌 1 済 茅野
小田部克則 1 済 駒込
幸田泰明 1 済 杉並
藤川昌敏 1 済 安積
関　修一 1 法 新潟南
細谷道郎 1 営 千歳
金子奈緒子 3 営 本所
茂木桂子 2 営 佐野女子
栗原啓子 1 短 片倉
勝又照代 1 短 御殿場
佐藤　栄 1 短 玉川

アジア女子ローンテニス同好会
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
畑山実鈴 4 営 深川
井上清美 3 短 武蔵野女子学院

渉外 川畑雅子 2 短 釜石南
主務 高地良子 2 短 桜水商業
副務 守井かすみ 2 短 桜水商業
会計 神保智子 2 短 高木女子商業
渉外 蜂川裕子 2 短 利根商業
主将 林　洋子 2 短 八潮

田中洋子 1 法 東京女子学院
山崎峰子 1 短 深川
熊谷直子 1 短 鼎ケ浦
西川房子 1 短 千葉女子
更科裕子 1 短 三条東
田川絹子 1 短 柏崎常磐
水谷玲子 4 済 桐生女子

19771976
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年度50th anniversary 50th anniversary 19801979 平成
在 籍 メ ン バ ー

年度
在 籍 メ ン バ ー
54昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
小林克己 4 営 堀越
豊田昭彦 4 営 日本大学山形
永野耕治 4 営 北淀
米納靖郎 4 済 九州学院
吉本照光 4 済 夕張北

主将 安藤　実 3 営 日本大学山形
副将 志田知之 3 営 日本大学山形
主務 猪野博史 3 営 八街
副務 山田和弘 3 営 京華

学連委員 野沢喜一郎 3 法 鎌倉学園
有馬俊雄 3 営 秋川
張　健二 3 営 日大
吉野伸二 3 営 広島観音
小池修一 3 済 安中
大月正巳 3 済 岡山
城取克巳 3 法 下館第一
野上義照 3 法 函館有斗
細谷道郎 2 営 千歳
鈴木信雄 2 営 柏
清田義男 2 営 駒込
柴　廣一 2 営 桜町
宮坂　敦 2 営 高津
小池宏昌 2 済 茅野
幸田泰明 2 済 杉並
藤川昌敏 2 済 安積
小田部克則 2 済 駒込
関　修一 2 法 新潟南
小泉隆市 2 法 沼田
吉野学司 2 法 安房
本間政広 1 営 吉田商業
篠田哲男 1 営 戸畑中央
西岡　茂 1 営 豊多摩
瀧　敏夫 1 済国 清水南
古宇田純一 1 法 内郷
今泉照久 1 法 海城
小西拓二 1 法 千歳丘
井原研一 1 法 生田
宇田川裕 1 済 深沢
太田克彦 1 営 武相

マネージャー 金子奈緒子 4 営 本所
マネージャー 茂木桂子 3 営 佐野女子
マネージャー 栗原啓子 2 短 片倉
マネージャー 勝又照代 2 短 御殿場
マネージャー 佐藤　栄 2 短 玉川
マネージャー 高橋邦子 1 短 練馬
マネージャー 新原慶恵 1 短 明光学園

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
井上清美 4 短 武蔵野女子学院
林　洋子 3 短 八潮

主務 田中洋子 2 法 東京女子学院
渉外学連 山崎峰子 2 短 深川

主将 熊谷直子 2 短 鼎ケ浦
副将 西川房子 2 短 千葉女子
会計 更科裕子 2 短 三条東
副務 田川絹子 2 短 柏崎常磐

和田正美 2 営 城南
黒石啓子 1 短 四谷商業
鈴木　陽 1 短 小平
太田敬子 1 短 三郷
松尾典子 1 短 東大和
綴木富士恵 1 短 向丘
河合恭子 1 短 寺井

昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
安藤　実 4 営 日本大学山形
志田知之 4 営 日本大学山形
猪野博史 4 営 八街
山田和弘 4 営 京華
野沢喜一郎 4 法 鎌倉学園
有馬俊雄 4 営 秋川
張　健二 4 営 日大
吉野伸二 4 営 広島観音
小池修一 4 済 安中
大月正巳 4 済 岡山
城取克己 4 法 下館第一
野上義照 4 法 函館有斗

マネージャー 茂木桂子 4 営 佐野女子
副将 柴　廣一 3 営 桜町
副将 関　修一 3 法 新潟南
主務 清田義男 3 営 駒込
副務 宮坂　敦 3 営 高津

学連委員 細谷道郎 3 営 千歳
渉外 鈴木信雄 3 営 柏
会計 幸田泰明 3 済 杉並
主将 藤川昌敏 3 済 安積
会計 小田部克則 3 済 駒込

コートキーパー 小泉隆市 3 法 沼田
コートキーパー 西牧宏一 3 法 武南

本間政広 2 営 吉田商業
太田克彦 2 営 武相
西岡　茂 2 営 豊多摩
宇田川裕 2 済 深沢
瀧　敏夫 2 済国 清水南
古宇田純一 2 法 内郷
小西拓二 2 法 千歳丘
今泉照久 2 法 海城

マネージャー 高橋邦子 2 短 練馬
マネージャー 新原慶恵 2 短 明光学園

橋本邦彦 1 法 新潟向陽
菅野教之 1 法 舞岡
島本喜浩 1 法 府中
須藤功博 1 営 佐野
内田昇一 1 済 府中西
西山　研 1 営 日大三
寺岡智子 1 済 日田三隅商業

マネージャー 富田章子 1 短 富士見丘
マネージャー 小野美香 1 短 新庄北

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
林　洋子 4 短 八潮

主将 田中洋子 3 法 東京女子学院
副務 大草房代 2 営 北多摩
主務 鈴木　陽 2 短 小平
主務 太田敬子 2 短 三郷
副将 松尾典子 2 短 東大和

渉外学連 綴木富士恵 2 短 向丘
寺岡智子 1 済 日田三隅商業
斉藤圭代 1 営 岩槻商業
田巻桃子 1 短 葛飾商業
半田春美 1 短 武尊
堺久美子 1 法 八潮
村上羊子 1 短 横浜立野
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1981年 軽井沢

1982年 白子　春合宿

1982年 2月 春合宿

1981年2月 春合宿

1982年 卒業式

年度
在 籍 メ ン バ ー

年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 1982198156昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 浅見方舟教授
細谷道郎 4 営 千歳
鈴木信雄 4 営 柏
清田義男 4 営 駒込
柴　廣一 4 営 桜町
宮坂　敦 4 営 高津
猪野博史 4 営 八街
志田知之 4 営 日本大学山形
幸田泰明 4 済 杉並
藤川昌敏 4 済 安積
小田部克則 4 済 駒込
小泉隆市 4 法 沼田
西牧宏一 4 法 武南
城取克己 4 法 下館第一
関　修一 3 法 新潟南

会計 本間政広 3 営 吉田商業
会計 太田克彦 3 営 武相
学連 西岡　茂 3 営 豊多摩
主将 宇田川裕 3 済 深沢
副務 瀧　敏夫 3 済国 清水南
副将 古宇田純一 3 法 内郷
副務 今泉照久 3 法 海城
主務 小西拓二 3 法 千歳丘

橋本邦彦 2 法 新潟向陽
菅野教之 2 法 舞岡

マネージャー 富田章子 2 短 富士見丘
マネージャー 小野美香 2 短 新庄北

金子正一郎 2 営 羽茂
豊田和彦 2 営 日本大学山形
篠崎　孝 2 営 古河第三
小野沢勉 2 営 川越南
木島利宗 2 営 久留米西
鈴木義郎 2 営 所沢北
太田陽三 2 営 明正
水島　博 2 済 武蔵村山東
小林　登 1 済 新発田
高島雅人 1 済 舞岡
井上秀樹 1 済 府中向陽
会田正明 1 済 深沢
戸田好哲 1 済 高知
陳　裕華 1 済 中華
鈴木敏朗 1 済 石巻
金井利次 1 法 松戸六実
北原裕志 1 法 長野吉田

マネージャー 金井塚恵美子 1 短 朝霞
マネージャー 長嶋明美 1 短 朝霞
マネージャー 吉沢みどり 1 短 朝霞

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
主将 田中洋子 4 法 東京女子学院
会計 斉藤圭代 3 営 岩槻商業
副将 寺岡智子 2 済 日田三隅商業
主務 堺久美子 2 法 八潮
副務 田巻桃子 2 短 葛飾商業
副将 半田春美 2 短 武尊
学連 村上羊子 2 短 横浜立野
渉外 小穴政子 2 短 豊科

石沢朋子 1 営 麹町学園女子
矢沢伸江 1 法 柿崎
三川昌美 1 法 大秦野
吉田清江 1 短 前橋南
斉藤良子 1 短 京浜女子
渡辺洋子 1 短 南多摩
宮岡邦江 1 短 両国

57昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
本間政広 4 営 吉田商業
太田克彦 4 営 武相
西岡　茂 4 営 豊多摩
宇田川裕 4 済 深沢
瀧　敏夫 4 済国 清水南
古宇田純一 4 法 内郷
小西拓二 4 法 千歳丘
今泉照久 4 法 海城

学連委員 城取克己 4 法 下館第一
関　修一 4 済 新潟南

主将 橋本邦彦 3 法 新潟向陽
主務 菅野教之 3 法 舞岡
副将 豊田和彦 2 営 日本大学山形
副務 篠崎　孝 2 営 古河第三
学連 水島　博 2 済 武蔵村山東
会計 金子正一郎 2 営 羽茂

小野沢勉 2 営 川越南
木島利宗 2 営 久留米西
鈴木義郎 2 営 所沢北
小林　登 2 済 新発田
高島雅人 2 済 舞岡
戸田好哲 2 済 高知
陳　裕華 2 済 中華
岡田昌之 2 法 入善
北原裕志 2 法 長野吉田
金井塚恵美子 2 短 朝霞
吉沢みどり 2 短 朝霞
毛利有宏 1 営 高岡商業
梅津正樹 1 営 富山北
鵜沢彰仁 1 営 敬愛
下條　実 1 営 所沢商業
小林正和 1 営 横浜市立東
大須賀紀之 1 済 磯辺
宮崎雄治 1 済 長崎南山
石部寧子 1 短 向丘
羽生田れい子 1 短 浦和市立

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
主将 寺岡智子 3 済 日田三隅商業
副将 斉藤圭代 3 営 岩槻商業
主務 堺久美子 3 法 八潮
副務 石沢朋子 2 済 麹町学園
学連 矢沢伸江 2 法 柏崎
副務 三川昌美 2 法 大秦野

OG 連絡係 宮岡邦江 2 短 両国
渉外係 吉田清江 2 短 前橋南

会計 斉藤良子 2 短 京浜女子
会計 渡辺洋子 2 短 南多摩

福田悦子 1 短 氏家
大竹美幸 1 法 港南台
沢田雅代 1 短 昭和
小島正子 1 短 小松川
半田由美子 1 短 宇都宮中央女子
石井由加利 1 済 小金
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1983年 アジア祭1983年 軽井沢　夏合宿 1984年 千葉杯

1983年 浅見杯 1984年 千葉杯

1984年8月 レギュラー合宿

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 1984198358

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
西岡　茂 4 営 豊多摩
関　修一 4 済 新潟南
橋本邦彦 4 法 新潟向陽
菅野教之 4 法 舞岡

主将 北原裕志 3 法 長野吉田
主務 篠崎　孝 3 営 古河第三
副将 鈴木義郎 3 営 所沢北
副将 豊田和彦 3 営 日本大学山形
副務 木島利宗 3 営 久留米西
副務 戸田好哲 3 済 高知
学連 水島　博 3 済 武蔵村山東
会計 金子正一郎 3 営 羽茂
会計 陳　裕華 3 済 中華
渉外 小野沢勉 3 営 川越南
渉外 高島雅人 3 済 舞岡

コートキーパー 小林　登 3 済 新発田
梅津正樹 2 営 富山北
鵜沢彰仁 2 営 敬愛
下條　実 2 営 所沢商業
小林正和 2 営 横浜市立東
大須賀紀之 2 済 磯辺
宮崎雄治 2 済 長崎南山
山崎弘美 2 短 長生
羽生田れい子 2 短 浦和市立
有山和夫 2 営 福岡
河野一彦 2 営 明大中野
松本　実 2 営 岩槻
堤　淑明 1 営 海星
鈴木元彦 1 営 日本大学山形
尾田健一 1 済 城山
町田謙一 1 済 日光
蛭間尉雅 1 済 城北
水谷茂喜 1 法 厚木北
友重伸之 1 法 船橋西
谷本　晃 1 法 昭和

マネージャー 唐鎌まり子 1 短 足立

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
寺岡智子 4 済 日田三隅商業
斉藤圭代 4 営 岩槻商業
堺久美子 4 法 八潮

主将 矢沢伸江 2 法 柏崎
主務 三川昌美 2 法 大秦野

副将 OG 連絡係 半田由美子 2 短 宇都宮中央女子
沢田雅代 2 短 昭和
福田悦子 2 短 氏家
石井由加利 2 済 小金
小島正子 2 短 小松川
竹下陽子 1 営 府中西
桒田奈苗 1 済 金光学園
小川美由紀 1 済国 松原
大湊理央 1 済 船橋西
茂木聖美 1 短 所沢北
田村真弓 1 短 昭和
林喜代美 1 短 寒川

59昭和

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

西岡　茂 4 営 豊多摩
金子正一郎 4 営 羽茂
豊田和彦 4 営 日大山形
篠崎　孝 4 営 古河第三
小野沢勉 3 営 川越南
木島利宗 3 営 久留米西
鈴木義郎 3 営 所沢北
水島　博 3 済 武蔵村山東
小林　登 3 済 新発田
高島雅人 3 済 舞岡
戸田好哲 3 済 高知
陳　裕華 3 済 中華
北原裕志 3 法 長野吉田

主将 小林正和 3 営 横浜市立東
主務 下條　実 3 営 所沢商業
副将 宮崎雄治 3 済 長崎南山
副務 大須賀紀之 3 済 磯辺
学連 鵜沢彰仁 3 営 敬愛
会計 梅津正樹 3 営 富山北

河野一彦 2 営 明大中野
松本　実 2 営 岩槻
堤　淑明 2 営 海星
鈴木元彦 2 営 日本大学山形
尾田健一 2 済 城山
町田謙一 2 済 日光
日高昌平 2 済 浦和北
水谷茂喜 2 法 厚木北
岩崎　浩 2 法 国泰寺
谷本　晃 2 法 昭和
高田大介 1 営 西宮北
神山克己 1 済 東村山
山下起也 1 済 北多摩
藤崎　猛 1 済 フロッドシャムハイスクール
岡田良二 1 済国 佼成学園
木原正昭 1 済国 千葉商大付属
萩原　仁 1 済国 小平西
志村朋彦 1 法 甲府第一
金子国彦 1 法 明治学院東村山

マネージャー 鴨下恵美子 1 短 白梅学園
マネージャー 吉川裕美子 1 短 白梅学園
マネージャー 柳沢雅子 1 短 豊岡
マネージャー 渡部トシ子 1 短 秋田北

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
矢沢伸江 4 法 柏崎
三川昌美 4 法 大秦野

主将 石井由加利 3 済 小金
副務 竹下陽子 2 営 府中西
副務 大湊理央 2 済 船橋西
主務 桒田奈苗 2 済 金光学園

OG 連絡 小池洋江 2 短 浜松湖東
副将渉外 鈴木佳美 2 短 足立西

学連 唐鎌まり子 2 短 足立
会計 茂木聖美 2 短 所沢北
会計 田村真弓 2 短 昭和

中村優美子 2 短 和洋九段女子
三宅　恵 1 法 瀬谷西
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1985年 アジア祭 1985年 夏合宿

1985年 合同合宿

年度
在 籍 メ ン バ ー

年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 19861985 61昭和昭和 60

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

梅津正樹 4 営 富山北
鵜沢彰仁 4 営 敬愛
下條　実 4 営 所沢商業
小林正和 4 営 横浜市立東
大須賀紀之 3 済 磯辺
宮崎雄治 3 済 長崎南山

主将 鈴木元彦 3 営 日本大学山形
主務 尾田健一 3 済 城山
副将 町田謙一 3 済 日光
副将 水谷茂喜 3 法 厚木北
副務 松本　実 3 営 岩槻
会計 河野一彦 3 営 明大中野

体育会本部 堤　淑明 3 営 海星
副務 日高昌平 3 済 浦和北
学連 岩崎　浩 3 法 国泰寺

高田大介 3 営 西宮北
神山克己 2 済 東村山
木原正昭 2 済国 千葉商大付属
萩原　仁 2 済国 小平西
金子国彦 2 法 明治学院東村山

マネージャー 鴨下恵美子 2 短 白梅学園
マネージャー 吉川裕美子 2 短 白梅学園
マネージャー 柳沢雅子 2 短 豊岡
マネージャー 渡部トシ子 2 短 秋田北

斉藤雅已 1 営 武蔵村山東
国弘　努 1 営 富士宮北
鈴木勝彦 1 営 伊志田
青木啓二 1 営 冨士森
山名　均 1 営 八千代松陰
新谷剣一 1 営 八千代東
高橋邦芳 1 営 長野吉田
青木克史 1 営 高知
逢沢浩司郎 1 済国 松商学園
今西　力 1 法 館林
中野誠治 1 法 桜美林
片村　泰 1 法 専修大学付属

マネージャー 小野和子 1 営 共立女子
マネージャー 大網眞紀 1 短 所沢
マネージャー 福島裕子 1 短 所沢

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
石井由加利 4 済 小金

主将 大湊理央 3 済 船橋西
会計 竹下陽子 3 営 府中西
主務 桒田奈苗 3 済 金光学園

青野永子 1 済 岡津
川口京子 1 済 稲毛
高野康子 1 済国 一条
小林美知 1 短 宝仙学園
伊藤奈穂子 1 短 久留米
横井　操 1 短 久留米西
千葉　香 1 短 東村山

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

宮崎雄治 4 済 長崎南山
河野一彦 4 営 明大中野
松本　実 4 営 岩槻

体育会本部 堤　淑明 4 営 海星
鈴木元彦 4 営 日本大学山形
尾田健一 4 済 城山
町田謙一 4 済 日光
日高昌平 4 済 浦和北
水谷茂喜 4 法 厚木北
岩崎　浩 4 法 国泰寺

主将 高田大介 3 営 西宮北
主務 萩原　仁 3 済国 小平西
副将 神山克己 3 済 東村山
学連 金子国彦 3 法 明治学院東村山

国弘　努 2 営 富士宮北
鈴木勝彦 2 営 伊志田

副務 青木啓二 2 営 冨士森
山名　均 2 営 八千代松陰
新谷剣一 2 営 八千代東
高橋邦芳 2 営 長野吉田
青木克史 2 営 高知
逢沢浩司郎 2 済国 松商学園
中野誠治 2 法 桜美林

会計 小野和子 2 営 共立女子
マネージャー 大網眞紀 2 短 所沢
マネージャー 福島裕子 2 短 所沢

藤本浩二 1 営 青井
松尾浩史 1 営 大和南
今井　徹 1 済 駒場
森川尚幸 1 済 島田
井上真一朗 1 法 関西
垣内貴史 1 法 所沢北
浅沼陽一 1 法 中央大学付属
兼田正道 1 法 向陽
植田伸幸 1 法 西
板橋大有 1 法 修徳

マネージャー 小松淳子 1 営 美和
マネージャー 小林かおる 1 営 松戸

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
竹下陽子 4 営 府中西
大湊理央 4 済 船橋西
桒田奈苗 4 済 金光学園

主将 青野永子 2 済 岡津
主務 川口京子 2 済 稲毛

副務会計 小島理香 2 法 高田北城
OG 連絡渉外 小林美和 2 短 宝仙

学連 伊藤奈穂美 2 短 久留米
副将会計 千葉　香 2 短 東村山

増田稲子 1 法 山脇
吉田理恵子 1 法 トキワ松
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硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

岩崎　浩 4 法 国泰寺
高田大介 4 営 西宮北
萩原　仁 4 済国 小平西
神山克己 4 法 東村山
金子国彦 4 法 明治学院東村山

主将 鈴木勝彦 3 営 伊志田
主務 山名　均 3 営 八千代松陰
渉外 国弘　努 3 営 富士宮北
副務 青木啓二 3 営 冨士森
副将 新谷剣一 3 営 八千代東
渉外 高橋邦芳 3 営 長野吉田
会計 青木克史 3 営 高知

OB 担当 逢沢浩司郎 2 済国 松商学園
学連 中野誠治 2 法 桜美林

藤本浩二 2 営 青井
兼田正道 2 法 向陽
植田伸幸 2 法 西
板橋大有 2 法 修徳
小松淳子 2 営 美和

マネージャー 小野和子 2 営 共立女子
マネージャー 小林かおる 2 営 松戸

宮田憲好 1 営 館林
片田昌伸 1 営 三田
栗田雅臣 1 営 横浜商大付属
李　進泉 1 営 東灘
荒井義勝 1 済 日本大学第三
国島一朋 1 済国 錦城
遠藤輝久 1 済国 日本大学山形
内藤浩嗣 1 法 埼玉栄東
永嶋幸一 1 法 多賀
島崎真一 1 法 浦和北

マネージャー 徳良美香 1 短 東大和南
マネージャー 成島久恵 1 短 吾妻

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
副部長 宇田川裕

主将 青野永子 3 済 岡津
主務 川口京子 3 済 稲毛

OG 連絡 増田稲子 2 法 山脇
学連 吉田理恵子 2 法 トキワ松
副将 高橋眞由美 2 短情 鹿屋

山崎晶子 1 済国 日大習志野
住吉絵美子 1 済国 国府台女子
小保方智子 1 短情 所沢北
大森広美 1 短情 小平西
藤本靖子 1 短情 所沢西
酒井直美 1 短情 所沢北
栗田京子 1 短情 千歳丘
渡辺省子 1 短情 安房
新藤美智 1 短経 府中西
北畑由香子 1 短経 千歳丘

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

国弘　努 4 営 富士宮北
鈴木勝彦 4 営 伊志田
青木啓二 4 営 冨士森
山名　均 4 営 八千代松陰
新谷剣一 4 営 八千代東
高橋邦芳 4 営 長野吉田
青木克史 4 営 高知
逢沢浩司郎 4 済国 松商学園
中野誠治 4 法 桜美林

主将 兼田正道 3 法 向陽
主務 藤本浩二 3 営 青井
財務 植田伸幸 3 法 西
統制 板橋大有 3 法 修徳

チーフマネージャー 小松淳子 3 営 美和
チームマネージャー 小林かおる 3 営 松戸

宮田憲好 2 営 館林
学連委員 荒井義勝 2 済 日本大学第三

国島一朋 2 済国 錦城
遠藤輝久 2 済国 日本大学山形

渉外 内藤浩嗣 2 法 埼玉栄東
永嶋幸一 2 法 多賀

統制補佐 島崎真一 2 法 浦和北
マネージャー 徳良美香 2 短 東大和南
マネージャー 成島久恵 2 短 吾妻

美谷島康夫 1 済 保谷
加納康弘 1 済 常総学院
横浜浩史 1 法 守谷
高田　充 1 法 沖縄工業
森　稔詞 1 法 清風
岡田岳二 1 法 堀越
島田　亙 1 法 相模工業大学付属
登山俊景 1 法 学習院高等科
鈴木清威 1 法 八千代松陰
望月克也 1 法 足利工業

マネージャー 藤本美香 1 短情 府中東
マネージャー 森田恭代 1 短情 東京女子学院高校

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 山田清市教授
青野永子 4 済 岡津
川口京子 4 済 稲毛

主将 吉田理恵子 3 法 トキワ松
主務 増田稲子 3 法 山脇
副務 山崎晶子 2 済国 日大習志野
副務 住吉絵美子 2 済国 国府台女子
学連 小保方智子 2 短情 所沢北

OG 連絡 大森広美 2 短情 小平西
OG 連絡 藤本靖子 2 短情 所沢西

会計 酒井直美 2 短情 所沢北
学連 栗田京子 2 短情 千歳丘
副将 渡辺省子 2 短情 安房
渉外 新藤美賀 2 短経 府中西
渉外 北畑由香子 2 短径 千歳丘

本田優美子 1 法 共栄学園
山崎史子 1 法 浦和学院
大内眞実 1 法 共栄学園
真鍋悦子 1 短情 目黒
田村祐子 1 短情 砂川
池田悦子 1 短情 越ヶ谷
大座昭子 1 短情 昭和
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硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

兼田正道 4 法 向陽
藤本浩二 4 営 青井
植田伸幸 4 法 西
板橋大有 4 法 修徳

マネージャー 小松淳子 4 営 美和
マネージャー 小林かおる 4 営 松戸

主将 島崎真一 4 法 浦和北
主務 荒井義勝 4 済 日本大学第三
財務 宮田憲好 4 営 館林
学連 国島一朋 3 済国 錦城
副将 内藤浩嗣 3 法 埼玉栄東
副将 永嶋幸一 3 法 多賀

美谷島康夫 2 済 保谷
加納康弘 2 済 常総学院

渉外 遠藤輝久 2 済国 日本大学山形
横浜浩史 2 法 守谷
高田　充 2 法 沖縄工業
森　稔詞 2 法 清風
岡田岳二 2 法 堀越

渉外 島田　亙 2 法 相模工業大学付属
副務 登山俊景 2 法 学習院高等科
副務 鈴木清威 2 法 八千代松陰

大窪修二 2 法 海城
望月克也 2 法 足利工業

チーフマネージャー 藤本美香 2 短情 府中東
チーフマネージャー 森田恭代 2 短情 東京女子学院
チーフマネージャー 鈴木淳子 2 短情 冨士森
チーフマネージャー 福島弘美 2 短情 作新学院
チーフマネージャー 須藤照恵 2 短情 明星
チーフマネージャー 山本尚美 2 短情 武蔵丘

鍋田修央 1 済 磐城
坂口雄二 1 済 清風
三上英知 1 済 聖光学院
野中　隆 1 済 巨摩
長谷川憲吾 1 済国 愛知
梅島義博 1 法 坂出
佐藤武文 1 法 日本学園
桜井和人 1 法 日本大学第三
金子賢司 1 法 浜松工業
吉見信孝 1 法 越谷西
後藤好宏 1 法 愛知
深井賢一 1 法 浦和学院
山本幸治 1 法 京都成章

マネージャー 関谷京子 1 短 中央女子
マネージャー 田中直子 1 短 富士見丘
マネージャー 武田ちづる 1 短 宇都宮商業
マネージャー 木村綾子 1 短 山形中央

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
吉田理恵子 4 法 トキワ松
増田稲子 4 法 山脇
山崎晶子 3 済国 日大習志野
住吉絵美子 3 済国 国府台女子

主将 山崎史子 2 法 浦和学院
主務 本田優美子 2 法 共栄学園

中川優子 2 営 女子聖学院
学連副将 大内眞実 2 法 共栄学園

細越治子 2 短 八戸東
斉藤裕子 1 済 甲府東
北野由美 1 済国 杵築
三輪陽子 1 法 山陽女子
広津文子 1 法 杵築
石田友子 1 法 高蔵
井上朋子 1 法 四天王寺

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

宮田憲好 4 営 館林
荒井義勝 4 済 日本大学第三
国島一朋 4 済国 錦城
内藤浩嗣 4 法 埼玉栄東
永嶋幸一 4 法 多賀
島崎真一 4 法 浦和北

主将 岡田岳二 3 法 堀越
主務 鈴木清威 3 法 八千代松陰
学連 美谷島康夫 3 済 保谷
渉外 加納康弘 3 済 常総学院

遠藤輝久 3 済国 日本大学山形
財務 横浜浩史 3 法 守谷
副務 高田　充 3 法 沖縄工業
副将 森　稔詞 3 法 清風
副務 島田　亙 3 法 相模工業大学付属

トレーナー 登山俊景 3 法 学習院高等科
広報 大窪修二 3 法 海城
副将 望月克也 3 法 足利工業

鍋田修央 2 済 WWU 磐城
渉外 坂口雄二 2 済 清風
副務 三上英知 2 済 聖光学院
副務 野中　隆 2 済 巨摩

長谷川憲吾 2 済国 CWU 愛知
梅島義博 2 法 坂出
中島留意 2 法 桐光学園
佐藤武文 2 法 日本学園
桜井和人 2 法 日本大学第三
金子賢司 2 法 浜松工業
吉見信孝 2 法 越谷西

トレーナー補佐 後藤好宏 2 法 愛知
学連幹事 深井賢一 2 法 浦和学院
渉外補佐 山本幸治 2 法 京都成章

チーフマネージャー 関谷京子 2 短 中央女子
チーフマネージャー 田中直子 2 短 富士見丘

澤田慎也 1 営 徳島
神田直樹 1 営 堀越学園穎明
柳澤孝洋 1 営 久喜北陽
淡路　玲 1 営 沼津
宮原和彦 1 済 甲府昭和
大矢茂樹 1 法 名古屋学院
藤田　淳 1 法 堀越学園
森　大明 1 法 松ケ谷
石海和典 1 法 作新学院
小日向佐多央 1 法 武蔵工大付属
栗原新太郎 1 国 田無
浜田隆史 1 国 杉並

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
主将 山崎史子 3 法 浦和学院
主務 本田優美子 3 法 共栄学園
学連 大内眞実 3 法 共栄学園
学連 斉藤裕子 3 済 甲府東
会計 北野由美 2 済国 WWU　杵築

三輪陽子 2 法 山陽女子
副務 広津文子 2 法 杵築

OG 係 石田友子 2 法 高蔵
副将 井上朋子 2 法 四天王寺

OG 係 平井梨花 1 営 帝塚山
学連補佐 吉川智美 1 営 久里浜

赤堀奈緒 1 法 東海大相模
浅見玲子 1 法 園田学園
辻麻千香 1 法 星稜
釣　雅美 1 法 共栄学園

OG 係 萱嶌菜穂 1 法 筑紫女学園
金子安以子 1 国 八千代松陰
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硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 牧田有信教授
副部長 宇田川裕

主将 三上英知 4 済 聖光学院
主務 後藤好宏 4 法 愛知

OB 係 鍋田修央 4 済 磐城
トレーナー 野中　隆 4 済 巨摩

財務 長谷川憲吾 4 済国 愛知
広報 梅島義博 4 法 坂出

OB 係 中島留意 4 法 桐光学園
学連 佐藤武文 4 法 日本学園
副将 桜井和人 4 法 日本大学第三
副務 金子賢司 4 法 浜松工業
渉外 吉見信孝 4 法 越谷西

学連幹事 深井賢一 4 法 浦和学院
総務 山本幸治 4 法 京都成章

澤田慎也 3 営 徳島
神田直樹 3 営 堀越学園穎明
柳澤孝洋 3 営 久喜北陽
淡路　玲 3 営 沼津
中村光英 3 営 本郷
宮原和彦 3 済 甲府昭和
大矢茂樹 3 法 名古屋学院
藤田　淳 3 法 堀越学園
森　大明 3 法 松ケ谷
石海和典 3 法 作新学院
小日向佐多央 3 法 武蔵工大付属
栗原新太郎 3 国 田無
浜田隆史 3 国 杉並
平沼　薫 2 営 EWU 上鶴間
渡部勝幸 2 営 可児
田中宏孝 2 営 八戸
久田英登 2 済 明石城西
水島　亮 2 法 鎌ヶ谷
駒田政史 2 法 名古屋学院
佐藤博康 2 法 浦和学院
織川研一 2 法 上野
城間和人 2 法 沖縄工業
間口　豪 2 法 EWU 関西高蔵
伊藤　新 2 法 静岡
鈴木　潤 2 法 名古屋学院
冨田　龍 2 法 渋谷教育学園幕張
須藤陽史 2 法 八千代松陰
加藤芳次 2 国 EWU 玉川学園

マネージャー 関口美智代 2 情 水海道第二
マネージャー 今津真紀 2 情 川口北
マネージャー 新井祐子 2 営 小平南
マネージャー 江川順子 2 営 BSU ノートルダム清心女子
マネージャー 岡村文恵 2 営 EWU 福岡西陵
マネージャー 大矢聡子 2 営 WWU 千葉西
マネージャー 森田貴子 2 短 神代
マネージャー 今井めぐみ 2 短 武蔵丘

馬越浩也 1 済 レッドモンド
酒井俊亮 1 法 仁川
宮川瑞君 1 法 鵬翔
杉田光徳 1 法 静岡市立
林田研二 1 法 清水東
土屋哲史 1 法 広島井口

役　職 氏　名 学年 学部 出身高校
紀　有二 1 法 清風
宮地弘太郎 1 法 柳川
石高健生 1 国 柳川
長谷川慎 1 国 桐蔭学園

マネージャー 吉森祐紀子 1 情 昭和学院
マネージャー 北沢今日子 1 情 国分
マネージャー 坂手珠恵 1 営 清心女子
マネージャー 武田真由美 1 短 須坂
マネージャー 榎本理絵 1 短 志木
マネージャー 氣田裕子 1 短 成徳学園
マネージャー 宮沢美穂 1 短 日出女子学園
マネージャー 布施美代子 1 短 星野女子

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
副部長 金子国彦

主将 井上朋子 4 法 四天王寺
主務 廣津文子 4 法 杵築
学連 斉藤裕子 4 済 甲府東
会計 北野由美 3 済国 WWU　杵築
副将 三輪陽子 3 法 山陽女子
副務 石田友子 3 法 高蔵

平井梨花 3 営 OSU 帝塚山
学連 吉川智美 3 営 久里浜

赤堀奈緒 3 法 東海大相模
副将 浅見玲子 3 法 園田学園
副務 辻麻千香 3 法 星稜

釣　雅美 3 法 共栄学園
萱嶌菜穂 3 法 筑紫女学園
金子安以子 3 国 WWU 八千代松陰
福間慶子 2 法 平塚商業
土方千代 2 法 浦和学院
中村由佳 2 法 明善
山岸尚子 2 済 常総学院
坂田玲子 2 国 EWU 八千代松陰
田村裕美 2 短 逗子
木村紋子 1 済 船橋
石田恵子 1 法 高蔵
高梨清乃 1 法 西武台
阿部光里 1 法 桜の聖母学院
佐々木未里 1 法 東京学館新潟

硬式庭球部硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 千葉則夫教授
副部長 宇田川裕

主将 岡田岳二 4 法 堀越
主務 鈴木清威 4 法 八千代松陰
学連 美谷島康夫 4 済 保谷
渉外 加納康弘 4 済 常総学院

遠藤輝久 4 済国 日本大学山形
財務 横浜浩史 4 法 守谷
副務 高田　充 4 法 沖縄工業
副将 森　稔詞 4 法 清風
副務 島田　亙 4 法 相模工業大学付属

トレーナー 登山俊景 4 法 学習院高等科
広報 大窪修二 4 法 海城
副将 望月克也 4 法 足利工業

鍋田修央 3 済 磐城
坂口雄二 3 済 清風
三上英知 3 済 聖光学院
野中　隆 3 済 巨摩
長谷川憲吾 3 済国 愛知
梅島義博 3 法 坂出
中島留意 3 法 桐光学園
佐藤武文 3 法 日本学園
桜井和人 3 法 日本大学第三
金子賢司 3 法 浜松工業
吉見信孝 3 法 越谷西

トレーナー補佐 後藤好宏 3 法 愛知
学連幹事 深井賢一 3 法 浦和学院
渉外補佐 山本幸治 3 法 京都成章

澤田慎也 2 営 徳島
神田直樹 2 営 堀越学園穎明
柳澤孝洋 2 営 WWU 久喜北陽
淡路　玲 2 営 沼津
中村光英 2 営 本郷
宮原和彦 2 済 甲府昭和
大矢茂樹 2 法 名古屋学院
藤田　淳 2 法 堀越学園
森　大明 2 法 松ケ谷
石海和典 2 法 BSU 作新学院
小日向佐多央 2 法 BSU 武蔵工大付属
栗原新太郎 2 国 CWU 田無
浜田隆史 2 国 WWU 杉並
滝沢由美子 2 短 長野商業
橋詰尚子 2 短 星野女子
田中宏孝 1 営 八戸
久田英登 1 済 明石城西
水島　亮 1 法 鎌ヶ谷
駒田政史 1 法 名古屋学院
佐藤博康 1 法 浦和学院
織川研一 1 法 上野
城間和人 1 法 沖縄工業
間口　豪 1 法 関西高蔵
伊藤　新 1 法 静岡
鈴木　潤 1 法 名古屋学院
冨田　龍 1 法 渋谷教育学園幕張
須藤陽史 1 法 八千代松陰
加藤芳次 1 国 玉川学園

マネージャー 新井祐子 1 営 小平南

役　職 氏　名 学年 学部 出身高校
マネージャー 江川順子 1 営 ノートルダム清心女子
マネージャー 岡村文恵 1 営 福岡西陵
マネージャー 大矢聡子 1 営 千葉西
マネージャー 平沼　薫 1 営 上鶴間
マネージャー 関口美智代 1 情 水海道第二
マネージャー 今津真紀 1 情 川口北
マネージャー 東　由加 1 情 坂田中央
マネージャー 村上　綾 1 情 八王子高陵
マネージャー 森田貴子 1 短 神代
マネージャー 小柳津真由美 1 短 静岡
マネージャー 三村京子 1 短 武蔵丘
マネージャー 今井めぐみ 1 短 武蔵丘
マネージャー 野本　幸 1 短 武蔵丘

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
副部長 金子国彦

主将 山崎史子 4 法 浦和学院
主務 本田優美子 4 法 共栄学園
学連 大内眞実 4 法 共栄学園
学連 斉藤裕子 3 済 甲府東
会計 北野由美 3 済国 WWU  杵築

三輪陽子 3 法 山陽女子
副務 廣津文子 3 法 杵築
副務 石田友子 3 法 高蔵
副将 井上朋子 3 法 四天王寺

OG 係 平井梨花 2 営 OSU 帝塚山
学連補佐 吉川智美 2 営 久里浜

赤堀奈緒 2 法 東海大相模
浅見玲子 2 法 園田学園
辻麻千香 2 法 星稜
釣　雅美 2 法 共栄学園

OG 係 萱嶌菜穂 2 法 筑紫女学園
金子安以子 2 国 WWU 八千代松陰
青木佳枝 2 短 川崎
山岸尚子 1 済 常総学院
福間慶子 1 法 平塚商業
土方千代 1 法 浦和学院
中村由佳 1 法 明善
坂田玲子 1 国 八千代松陰
田村裕美 1 短 逗子
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硬式庭球部硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 牧田有信教授
副部長 宇田川裕

主将 柳澤孝洋 4 営 久喜北陽
主務 宮原和彦 4 済 甲府昭和
副務 澤田慎也 4 営 徳島
総務 淡路　玲 4 営 沼津

トレーナー 中村光英 4 営 本郷
OB 係 大矢茂樹 4 法 名古屋学院

副務 藤田　淳 4 法 堀越学園
副将 森　大明 4 法 松ケ谷
広報 石海和典 4 法 作新学院
渉外 小日向佐多央 4 法 武蔵工大付属
学連 栗原新太郎 4 国 田無
財務 浜田隆史 4 国 杉並

平沼　薫 4 営 上鶴間
渡部勝幸 3 営 可児
田中宏孝 3 営 八戸
久田英登 3 済 明石城西
水島　亮 3 法 鎌ヶ谷
駒田政史 3 法 名古屋学院
佐藤博康 3 法 浦和学院
織川研一 3 法 上野
城間和人 3 法 沖縄工業
伊藤　新 3 法 静岡
鈴木　潤 3 法 名古屋学院
冨田　龍 3 法 渋谷教育学園幕張
須藤陽史 3 法 八千代松陰
加藤芳次 3 国 玉川学園

マネージャー 新井祐子 3 営 小平南
マネージャー 江川順子 3 営 ノートルダム清心女子
マネージャー 岡村文恵 3 営 福岡西陵
マネージャー 大矢聡子 3 営 千葉西

馬越浩也 3 済 レッドモンド
酒井俊亮 2 法 仁川
宮川瑞君 2 法 鵬翔
杉田光徳 2 法 静岡市立
林田研二 2 法 清水東
土屋哲史 2 法 広島井口
紀　有二 2 法 清風
宮地弘太郎 2 法 柳川
石高健生 2 国 OSU 柳川
長谷川慎 2 国 WWU 桐蔭学園

マネージャー 吉森祐紀子 2 情 昭和学院
マネージャー 北沢今日子 2 情 国分
マネージャー 小林千穂 2 短 富士見
マネージャー 武田真由美 2 短 須坂
マネージャー 榎本理絵 2 短 志木
マネージャー 氣田裕子 2 短 成徳学園
マネージャー 宮沢美穂 2 短 日出女子学園

古瀬淳史 2 営 旭
柳原敏正 1 済 明石城西
姉川　武 1 済 九州国際大学付属
山下大介 1 法 渋谷教育学園幕張
竹下和史 1 法 岡山理科大学附属
中村敦紀 1 法 流通経済大学附属
林　和広 1 国 柳川
倉光聖来 1 国 九州国際大学付属

役　職 氏　名 学年 学部 出身高校
マネージャー 河本やよい 1 営 清心
マネージャー 上山陽子 1 営 姫路飾西
マネージャー 杭迫亜希 1 短 市川東
マネージャー 川島ゆう子 1 短 市川東

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
副部長 金子国彦

主将 浅見玲子 4 法 園田学園
主務 辻麻千香 4 法 星稜
学連 吉川智美 4 営 久里浜
副将 赤堀奈緒 3 法 東海大相模
広報 釣　雅美 3 法 共栄学園

平井梨花 3 営 帝塚山
萱嶌菜穂 3 法 筑紫女学園

財務 金子安以子 3 国 八千代松陰
山岸尚子 3 済 常総学院
福間慶子 3 法 平塚商業
土方千代 3 法 浦和学院
中村由佳 3 法 明善
坂田玲子 3 国 八千代松陰
木村紋子 3 済 船橋
石田恵子 2 法 高蔵
高梨清乃 2 法 西武台
阿部光里 2 法 桜の聖母学院
佐々木未里 2 法 東京学館新潟
中島麻井 1 法 富士見丘
石田怜奈 1 法 湘南工科大学附属
大竹山理映 1 法 常総学院
中川　彩 1 法 保土ケ谷
常盤　安 1 法 富士見丘
吉田亜梨 1 法 夙川学院
本田彰子 1 法 札幌清田

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 牧田有信教授
副部長 宇田川裕

主将 久田英登 4 済 明石城西
主務 平沼　薫 4 営 上鶴間
学連 渡部勝幸 4 営 可児
総務 水島　亮 4 法 鎌ヶ谷
副将 駒田政史 4 法 名古屋学院
統制 佐藤博康 4 法 浦和学院
副務 織川研一 4 法 上野
広報 城間和人 4 法 沖縄工業

トレーナー 伊藤　新 4 法 静岡
渉外 鈴木　潤 4 法 名古屋学院

OB 係 冨田　龍 4 法 渋谷教育学園幕張
財務 須藤陽史 4 法 八千代松陰
副将 加藤芳次 4 国 玉川学園

マネージャー 新井祐子 4 営 小平南
マネージャー 江川順子 4 営 ノートルダム清心女子
マネージャー 岡村文恵 4 営 福岡西陵
マネージャー 大矢聡子 4 営 千葉西

馬越浩也 3 済 レッドモンド
酒井俊亮 3 法 仁川
宮川瑞君 3 法 鵬翔
杉田光徳 3 法 静岡市立

学連本部 林田研二 3 法 清水東
土屋哲史 3 法 広島井口
紀　有二 3 法 清風
宮地弘太郎 3 法 柳川
石高健生 3 国 柳川
長谷川慎 3 国 桐蔭学園
古瀬淳史 2 営 BSU 旭
柳原敏正 2 済 明石城西
姉川　武 2 済 九州国際大学付属
山下大介 2 法 渋谷教育学園幕張
竹下和史 2 法 岡山理科大学附属
白子嘉威 2 法 大磯
中村敦紀 2 法 流通経済大学附属
鈴木伸哉 2 法 WWU 仙台第三
林　和広 2 国 BSU 柳川
倉光聖来 2 国 BSU 九州国際大学付属

マネージャー 竹田恵美 2 法 CWU 志木
マネージャー 杭迫亜希 2 短 市川東
マネージャー 川島ゆう子 2 短 市川東
マネージャー 石井紀子 2 短 桜丘女子

鴋澤竹彦 2 営 福野
クラウディオ  勲  鈴木 1 営 Colegio Objetivo De Canpimas
中村聡利 1 済 日本大学山形
溝辺啓吾 1 済 大分舞鶴
串岡正人 1 済 高岡第一
有賀丈雄 1 法 市川東
橋本吉弘 1 法 清風
兼島義治 1 法 桜丘
越智　亘 1 法 広陵
尾崎俊輔 1 国 岡山理科大学附属
鈴木宏幸 1 国 日本大学東北

マネージャー 渡邊友香 1 短 井草
マネージャー 田中宏枝 1 短 浜松商業
マネージャー 青木純子 1 短 常総学院

役　職 氏　名 学年 学部 出身高校
マネージャー 塩野亜希 1 短 高島
マネージャー 浅瀬石元子 1 短 狭山経済
マネージャー 水原鼓波 1 短 麹町学園
マネージャー 小倉真理 1 短 明星
マネージャー 桜井静香 1 短 東大和
マネージャー 豊田久世 1 短 成瀬

硬式庭球部

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 田部井圭子
副部長 金子国彦

主将 福間慶子 4 法 平塚商業
主務 土方千代 4 法 浦和学院
学連 中村由佳 4 法 明善
副将 坂田玲子 4 国 八千代松陰
財務 山岸尚子 4 済 常総学院

木村紋子 3 済 船橋
佐々木未里 3 法 東京学館新潟
阿部光里 3 法 桜の聖母学院
高梨清乃 3 法 西武台
中島麻井 2 法 富士見丘
大竹山理映 2 法 常総学院
石田怜奈 2 法 湘南工科大学附属
中川　彩 2 法 保土ケ谷
常盤　安 2 法 富士見丘
吉田亜梨 2 法 夙川学院
本田彰子 2 法 札幌清田
松本しのぶ 1 営 西武台
宮下優美 1 法 藤村女子
柴田孝子 1 法 津商業
本間　愛 1 法 西武台
萩原亜希 1 法 佐土原
小浦麻里子 1 法 仁川学院
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硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 佐脇考二常務
副部長 宇田川裕

主将 杉田光徳 4 法 静岡市立
主務 長谷川慎 4 国 桐蔭学園
学連 馬越浩也 4 済 レッドモンド
副将 酒井俊亮 4 法 仁川
渉外 宮川瑞君 4 法 鵬翔

学連本部 林田研二 4 法 清水東
トレーナー 土屋哲史 4 法 広島井口

総務 紀　有二 4 法 清風
副将 宮地弘太郎 4 法 柳川
財務 石高健生 4 国 柳川

古瀬淳史 3 営 旭
柳原敏正 3 済 明石城西
姉川　武 3 済 九州国際大学付属
山下大介 3 法 渋谷教育学園幕張
竹下和史 3 法 岡山理科大学附属
白子嘉威 3 法 大磯
中村敦紀 3 法 流通経済大学附属
鈴木伸哉 3 法 仙台第三
林　和広 3 国 柳川
倉光聖来 3 国 九州国際大学付属
鴋澤竹彦 2 営 福野
瀬尾　博 2 営 桜丘
クラウディオ勲鈴木 2 営 Colegio Objetivo De Canpimas
中村聡利 2 済 日本大学山形
溝辺啓吾 2 済 大分舞鶴
串岡正人 2 済 高岡第一
有賀丈雄 2 法 市川東
橋本吉弘 2 法 清風
越智　亘 2 法 広陵
尾崎俊輔 2 国 CWU 岡山理科大学附属
鈴木宏幸 2 国 WWU 日本大学東北
繁田友宏 2 済 静岡市立

マネージャー 渡邊友香 2 短 井草高校
マネージャー 田中宏枝 2 短 浜松商業
マネージャー 青木純子 2 短 常総学院
マネージャー 塩野亜希 2 短 高島
マネージャー 勝田ひろみ 2 短 杉戸
マネージャー 浅瀬石元子 2 短 狭山経済
マネージャー 水原鼓波 2 短 麹町学園
マネージャー 小倉真理 2 短 明星
マネージャー 桜井静香 2 短 東大和
マネージャー 豊田久世 2 短 成瀬

佐渡　博 1 済 昭和
斎藤正洋 1 済 秀明学園
平田健一郎 1 法 常総学院
島田興造 1 法 東京農業大学第三
常盤　滋 1 法 日本大学第三
松井健郎 1 法 別府鶴見丘
堀口元ビビアン 1 法 湘南工科大学附属
柳原敏信 1 法 明石城西
浜野譲二 1 国 日本大学第三

マネージャー 中島亜紀 1 営 鹿児島純心女子
マネージャー 立花亜希子 1 法 安田女子
マネージャー 岩本浩子 1 国 大分舞鶴

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 佐々木未里 4 法 東京学館新潟
主務 阿部光里 4 法 桜の聖母学院
学連 木村紋子 4 済 船橋
財務 高梨清乃 4 法 西武台

中島麻井 4 法 富士見丘
統制 石田怜奈 3 法 湘南工科大学附属
OG 中川　彩 3 法 保土ケ谷

常盤　安 3 法 富士見丘
吉田亜梨 3 法 夙川学院
本田彰子 3 法 札幌清田
松本しのぶ 2 営 西武台
柴田孝子 2 法 津商業
萩原亜希 2 法 佐土原
本間　愛 2 法 西武台
小浦麻里子 2 法 仁川学院
小沢　愛 2 法 洛東
宮下優美 2 法 藤村女子
坂井美紗江 1 営 成徳短大附属深谷
横井佑未 1 法 共栄学園
森井景子 1 法 久留米
久保陽子 1 法 群馬女子短大附属
松崎智江 1 国 仁愛女子
城之内佐和子 1 短 成田
福田倫子 1 営 吉祥女子

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 林　和広 4 国 柳川
主務 白子嘉威 4 法 大磯
副将 古瀬淳史 4 営 旭
総務 姉川　武 4 済 九州国際大学付属
渉外 山下大介 4 法 渋谷教育学園幕張
広報 竹下和史 4 法 岡山理科大学附属
副将 中村敦紀 4 法 流通経済大学附属

学連委員 鈴木伸哉 4 法 仙台第三
財務 倉光聖来 4 国 九州国際大学付属
統制 鴋澤竹彦 4 営 福野

クラウディオ 勲 鈴木 3 営 Colegio Objetivo De Canpimas
繁田友宏 3 済 静岡市立
中村聡利 3 済 日本大学山形
溝辺啓吾 3 済 大分舞鶴
串岡正人 3 済 高岡第一
有賀丈雄 3 法 市川東
橋本吉弘 3 法 清風
越智　亘 3 法 広陵
尾崎俊輔 3 国 岡山理科大学附属
鈴木宏幸 3 国 日本大学東北
佐渡　博 2 済 昭和
斎藤正洋 2 済 秀明学園
平田健一郎 2 法 常総学院
島田興造 2 法 東京農業大学第三
常盤　滋 2 法 日本大学第三
松井健郎 2 法 別府鶴見丘
堀口元ビビアン 2 法 湘南工科大学附属
柳原敏信 2 法 明石城西
浜野譲二 2 国 BSU 日本大学第三

マネージャー 中島亜紀 2 営 CWU 鹿児島純心女子
マネージャー 立花亜希子 2 法 安田女子
マネージャー 岩本浩子 2 国 EWU 大分舞鶴
マネージャー 杉村幸恵 2 短 横浜商業

岡田英望 1 営 成瀬
飯塚義弘 1 営 栄東
伊藤　淳 1 営 別府鶴見丘
菊地　恒 1 済 柳川
吉野　猛 1 法 湘南工科大学附属
白田　学 1 法 浦和学院
鍋谷一真 1 法 英国暁星
竹下順二 1 法 岡山理科大学附属
菅野勝幸 1 法 多賀城
相原　玲 1 国 日本大学第三
松川俊輔 1 国 柳川

マネージャー 加藤晴子 1 営 幕張北
マネージャー 金子みどり 1 営 大和
マネージャー 荻野陽子 1 短 狭山ヶ丘
マネージャー 福岡沙紀 1 短 府中東

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 石田怜奈 4 法 湘南工科大学附属
主務 中川　彩 4 法 保土ケ谷
学連 中島麻井 4 法 富士見丘

常盤　安 4 法 富士見丘
副将 吉田亜梨 4 法 夙川学院

財務兼渉外 本田彰子 3 法 札幌清田
統制 松本しのぶ 3 営 西武台

柴田孝子 3 法 津商業
本間　愛 3 法 西武台

OG 萩原亜希 3 法 佐土原
小沢　愛 3 法 洛東
坂井美紗江 2 営 成徳短大附属深谷
横井佑未 2 法 共栄学園
久保陽子 2 法 群馬女子短大附属
森井景子 2 法 久留米
松崎智江 2 国 BSU 仁愛女子
城之内佐和子 2 短 成田
峯村葉月 1 営 長野
川野美希 1 済 共栄学園
木根渕晶子 1 法 秀明英光
岡本聖子 1 法 夙川学院
片倉　恵 1 法 浦和学院
中川　麗 1 法 保土ヶ谷
池田知寿子 1 国 泉州
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硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 クラウディオ 勲 鈴木 4 営 Colegio Objetivo De Canpimas
主務 尾崎俊輔 4 国 岡山理科大学附属
統制 鴋澤竹彦 4 営 福野

学連委員 繁田友宏 4 済 静岡市立
副将トレーナー 中村聡利 4 済 日本大学山形

総務 串岡正人 4 済 高岡第一
財務 有賀丈雄 4 法 市川東
広報 橋本吉弘 4 法 清風
渉外 越智　亘 4 法 広陵

副将トレーナー 鈴木宏幸 4 国 日本大学東北
佐渡　博 3 済 昭和
斎藤正洋 3 済 秀明学園
平田健一郎 3 法 常総学院
島田興造 3 法 東京農業大学第三
常盤　滋 3 法 日本大学第三
松井健郎 3 法 別府鶴見丘
堀口元ビビアン 3 法 湘南工科大学附属
柳原敏信 3 法 明石城西
浜野譲二 3 国 日本大学第三

マネージャー 中島亜紀 3 営 鹿児島純心女子
マネージャー 立花亜希子 3 法 安田女子
マネージャー 岩本浩子 3 国 大分舞鶴

岡田英望 2 営 成瀬
飯塚義弘 2 営 栄東
伊藤　淳 2 営 別府鶴見丘
菊地　恒 2 済 柳川
吉野　猛 2 法 湘南工科大学附属
竹下順二 2 法 岡山理科大学附属
菅野勝幸 2 法 CWU 多賀城
相原　玲 2 国 BSU 日本大学第三
松川俊輔 2 国 BSU 柳川

マネージャー 長谷部美里 2 情 川口北
マネージャー 匂坂麻由子 2 短 浜名
マネージャー 大野由香子 2 短 東京成徳短大附属
マネージャー 福岡沙紀 2 短 府中東

新谷慎一郎 1 営 履正社
内藤羊一郎 1 済 岡山理科大学附属
石神理貴 1 法 渋谷教育学園幕張
吉川真司 1 法 札幌藻岩
石浦純一 1 法 日本大学三島
大迫幸輝 1 法 原町
杉本充彦 1 法 原町
三好　勲 1 法 山梨学院
朴　潤九 1 別 韓国忠州
木村知子 1 法 土浦第一

マネージャー 初又由美 1 情 沼津西
マネージャー 亀岡万季 1 短 文大杉並
マネージャー 松川陽子 1 短 尚絅
マネージャー 笹倉由香 1 短 小平南
マネージャー 冨沢あき 1 短 山村学園

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 柴田孝子 4 法 津商業
主務 萩原亜希 4 法 佐土原
財務 松本しのぶ 4 営 西武台
学連 本間　愛 4 法 西武台
副将 小沢　愛 4 法 洛東

坂井美紗江 3 営 成徳短大附属深谷
横井佑未 3 法 共栄学園
久保陽子 3 法 群馬女子短大附属
森井景子 3 法 久留米
松崎智江 3 国 仁愛女子
峯村葉月 2 営 長野
川野美季 2 済 共栄学園
木根渕晶子 2 法 秀明英光
岡本聖子 2 法 夙川学院
片倉　恵 2 法 浦和学院
中川　麗 2 法 保土ヶ谷
池田知寿子 2 国 泉州
永井圭子 1 営 Overseas Family School
萬野　桂 1 済 西武台
田口景子 1 法 藤村女子
飯田京子 1 法 藤村女子
大森史子 1 国 福島成蹊女子

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 堀口元ビビアン 4 法 湘南工科大学附属
主務 柳原敏信 4 法 明石城西

副将総務 佐渡　博 4 済 昭和
広報 斎藤正洋 4 済 秀明学園

トレーナー 島田興造 4 法 東京農業大学第三
学連委員 常盤　滋 4 法 日本大学第三

渉外 浜野譲二 4 国 日本大学第三
マネージャー 中島亜紀 4 営 鹿児島純心女子
マネージャー 立花亜希子 4 法 安田女子
マネージャー 岩本浩子 4 国 大分舞鶴

飯塚義弘 3 営 栄東
菊地　恒 3 済 柳川
吉野　猛 3 法 湘南工科大学附属
竹下順二 3 法 岡山理科大学附属

財務 菅野勝幸 3 法 多賀城
相原　玲 3 国 日本大学第三
新谷慎一郎 2 営 履正社
石神理貴 2 法 渋谷教育学園幕張
吉川真司 2 法 札幌藻岩
石浦純一 2 法 日本大学三島
大迫幸輝 2 法 原町
三好　勲 2 法 山梨学院

マネージャー 木村知子 2 法 土浦第一
マネージャー 初又由美 2 情 沼津西
マネージャー 松川陽子 2 短 尚絅
マネージャー 冨沢あき 2 短 山村学園

宮下知朗 1 営 日本大学三島
相原　聡 1 営 東海大相模
朴　潤九 1 営 韓国忠州
谷　泰人 1 済 清水東
高石康作 1 済 東京学館浦安
鈴木道広 1 法 名古屋学院
辻　雄馬 1 法 渋谷教育学園幕張
山下智史 1 法 大分舞鶴
渡辺由教 1 法 四日市工業
中沢　崇 1 国 岩手
金田有司 1 国 国士舘

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 松崎智江 4 国 仁愛女子
主務 坂井美紗江 4 営 成徳短大附属深谷

森井景子 4 法 久留米
久保陽子 4 法 群馬女子短大附属
横井佑未 4 法 共栄学園
木根渕晶子 3 法 秀明英光
峯村葉月 3 営 長野
岡本聖子 3 法 夙川学院
片倉　恵 3 法 浦和学院
中川　麗 3 法 保土ヶ谷
川野美季 3 済 共栄学園
池田知寿子 3 国 泉州
飯田京子 2 法 藤村女子
永井圭子 2 営 Overseas Family School
田口景子 2 法 藤村女子
萬野　桂 2 済 西武台
大森史子 2 国 福島成蹊女子
金井奈央子 1 法 仁愛女子
堀川奈緒子 1 法 富士見丘
高木　恵 1 法 共栄学園
松本絵朱 1 法 白梅学園
松木香奈 1 営 函館白百合学園
近藤美穂 1 情 国学院
西村幸代 1 法 国府台女子学院
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アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 木根渕晶子 4 法 秀明英光
主務 峯村葉月 4 営 長野

川野美季 4 済 共栄学園
岡本聖子 4 法 夙川学院
片倉　恵 4 法 浦和学院
中川　麗 4 法 保土ヶ谷
池田知寿子 4 国 泉州
永井圭子 3 営 Overseas Family School
萬野　桂 3 済 西武台
田口景子 3 法 藤村女子
飯田京子 3 法 藤村女子
大森史子 3 国 福島成蹊女子
松木香奈 2 営 函館白百合学園
金井奈央子 2 法 仁愛女子
西村幸代 2 法 国府台女子学院
松本絵朱 2 法 白梅学園
高木　恵 2 法 共栄学園
近藤美穂 2 情 国学院
森山綾子 1 営 浜松南
浅見麻衣子 1 営 高島
小平貴子 1 国 松商学園
小幡有香 1 法 藤村女子

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 石神理貴 4 法 渋谷教育学園幕張
主務 新谷慎一郎 4 営 履正社
広報 吉川真司 4 法 札幌藻岩
渉外 石浦純一 4 法 日本大学三島

トレーナー 大迫幸輝 4 法 原町
副将 三好　勲 4 法 山梨学院大附属

宮下知朗 3 営 日本大学三島
相原　聡 3 営 東海大相模
朴　潤九 3 営 韓国忠州

財務 谷　泰人 3 済 清水東
鈴木道広 3 法 名古屋学院
辻　雄馬 3 法 渋谷教育学園幕張
山下智史 3 法 大分舞鶴
渡辺由教 3 法 四日市工業
金田有司 3 国 国士舘
村上　淳 2 済 岩手
内海元希 2 済 東海大菅生
国吉智規 2 法 西京
白土保成 2 法 青森西
石川昌平 2 法 岡山理大附属
宮崎靖雄 1 営 熊本マリスト
三好　亮 1 済 山梨学院大附属
中川　亮 1 法 藤沢翔陵
岩橋隆也 1 法 藤沢翔陵
後藤光弘 1 法 名古屋学院
鈴木慎一 1 国 東陵

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 萬野　桂 4 済 西武台
主務 永井圭子 4 営 Overseas Family School
副将 田口景子 4 法 藤村女子

トレーナー 飯田京子 4 法 藤村女子
財務渉外 大森史子 4 国 福島成蹊女子
財務渉外 金井奈央子 3 法 仁愛女子

学責 西村幸代 3 法 国府台女子
学連 松本絵朱 3 法 白梅学園
副務 高木　恵 3 法 共栄学園

森山綾子 2 営 浜松南
学責 浅見麻衣子 2 営 高島

小幡有香 2 法 藤村女子
小平貴子 2 国 松商学園
平田育子 1 営 四天王寺
白鳥歩美 1 済 上野原
五島かおり 1 法 山陽女子
水野衣里子 1 法 飛翔館
安藤純子 1 法 仁愛女子
遠藤佐知子 1 国 東北学院榴ケ丘
山田美穂 1 国 富士見丘

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 菊地　恒 4 済 柳川
主務 飯塚義弘 4 営 栄東
広報 相原　玲 4 国 日大三
渉外 竹下順二 4 法 岡山理大附属

財務学連 菅野勝幸 4 法 多賀城
副務 新谷慎一郎 3 営 履正社

石神理貴 3 法 渋谷教育学園幕張
吉川真司 3 法 札幌藻岩
石浦純一 3 法 日本大学三島
大迫幸輝 3 法 原町
三好　勲 3 法 山梨学院大附属
宮下知朗 2 営 日本大学三島
相原　聡 2 営 東海大相模
朴　潤九 2 営 韓国忠州
谷　泰人 2 済 清水東
鈴木道広 2 法 名古屋学院
辻　雄馬 2 法 渋谷教育学園幕張
山下智史 2 法 大分舞鶴
渡辺由教 2 法 四日市工業
中澤　崇 2 国 岩手
金田有司 2 国 国士舘 EWU
村上　淳 1 済 岩手
内海元希 1 済 東海大菅生
国吉智規 1 法 西京
白土保成 1 法 青森西
石川昌平 1 法 岡山理大附属
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平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 20022001 1413

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 谷　泰人 4 済 清水東
主務 金田有司 4 国 国士舘
財務 宮下知朗 4 営 日本大学三島
副将 相原　聡 4 営 東海大相模
統制 朴　潤九 4 営 韓国忠州

メーカー担当 鈴木道広 4 法 名古屋学院
渉外 辻　雄馬 4 法 渋谷教育学園幕張
広報 山下智史 4 法 大分舞鶴

内海元希 3 済 東海大菅生
国吉智規 3 法 西京
白土保成 3 法 青森西
渡辺由教 3 法 四日市工業

副務 村上　淳 3 済 岩手
宮崎靖雄 2 営 熊本マリスト
中川　亮 2 法 藤沢翔陵
三好　亮 2 済 山梨学院大学附属
岩橋隆也 2 法 藤沢翔陵
後藤光弘 2 法 名古屋学院
馬場拓矢 1 営 中越
平良和己 1 営 沖縄工業
奥田貴臣 1 済 上宮
大山謙一 1 法 堀越
比嘉明人 1 法 沖縄工業
乾祥一郎 1 法 柳川
安倍将大 1 国 鎌ヶ谷

マネージャー 池田洋介 1 済 柳川

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 金井奈央子 4 法 仁愛女子
主務 高木　恵 4 法 共栄学園

松本絵朱 4 法 白梅学園
森山綾子 3 営 浜松南

財務渉外 近藤美穂 3 営 国学院
学連 小平貴子 3 国 松商学園

副務  マネージャー 浅見麻衣子 3 済 高島
平田育子 2 営 四天王寺
白鳥歩美 2 済 上野原
水野衣里子 2 法 飛翔館
五島かおり 2 法 山陽女子
遠藤佐知子 2 国 東北学院榴ケ丘
安田紘子 1 済 夙川学院
北﨑悦子 1 法 東海大学付属浦安
上條いずみ 1 法 藤村女子

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 内海元希 4 済 東海大菅生
主務 池田洋介 2 済 柳川

渉外広報 国吉智規 4 法 西京
副将財務メンタル 白土保成 4 法 青森西

宮崎靖雄 3 営 熊本マリスト
メーカー担当 三好　亮 3 済 山梨学院大学附属

中川　亮 3 法 藤沢翔陵
後藤光弘 3 法 名古屋学院
馬場拓矢 2 営 中越
平良和己 2 営 沖縄工業
矢島久史 2 営 秀明
奥田貴臣 2 済 上宮
大山謙一 2 法 堀越
比嘉明人 2 法 沖縄工業
乾祥一郎 2 法 柳川
安倍将大 2 国 鎌ヶ谷
垣内崇寛 1 営 調布北
小松優介 1 済 松商学園
安田智昭 1 法 明石城西
小助川亮二 1 法 八潮
村居誠悟 1 法 四日市工業
佐川　稔 1 法 成田
野瀬優助 1 国 九州国際大学付属

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 森山綾子 4 営 浜松南
主務 浅見麻衣子 4 済 高島

財務渉外 小平貴子 4 国 松商学園
副務 平田育子 3 営 四天王寺
学連 白鳥歩美 3 済 上野原

水野衣里子 3 法 飛翔館
五島かおり 3 法 山陽女子
遠藤佐知子 3 国 東北学院榴ケ丘
安田紘子 2 済 夙川学院
北﨑悦子 2 法 東海大学付属浦安
上條いずみ 2 法 藤村女子
市川　歩 1 営 岐阜商業
村瀬恵梨 1 済 栗東
遠藤真理子 1 法 浦和学院
原由紀代 1 法 山陽女子
川崎光美 1 法 共栄学園
田村瑞穂 1 国 秀明英光
明神珠美 1 国 東京学館浦安

46 47



2003年 関東リーグ優勝男子 2003年 関東リーグ優勝女子 2003年 関東リーグ優勝集合 2003年 関東リーグダブルス

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 20042003 1615

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 宮崎靖雄 4 営 熊本マリスト
中川　亮 4 法 藤沢翔陵
後藤光弘 4 法 名古屋学院
三好　亮 4 済 山梨学院大学附属
比嘉明人 3 法 沖縄工業
平良和己 3 法 沖縄工業
乾祥一郎 3 法 柳川
大山謙一 3 法 堀越
馬場拓矢 3 営 中越
奥田貴臣 3 済 上宮
池田洋介 3 済 柳川
安倍将大 3 国 鎌ヶ谷
村居誠悟 2 法 四日市工業
小助川亮二 2 法 八潮
垣内崇寛 2 営 調布北
佐川　稔 2 法 成田
小松優介 2 済 松商学園
野瀬優助 2 国 九州国際大学付属
新谷　啓 1 法 大阪産業大学附属
佐地竜介 1 法 秀明英光
穴田裕介 1 済 明石城西
丹羽　理 1 法 春日丘
水島涼太 1 国 明治学院東村山
槇橋　甲 1 法 関西
宮川　歩 1 営 東海大学第三

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

平田育子 4 営 四天王寺
白鳥歩美 4 済 上野原
水野衣里子 4 法 飛翔館
五島かおり 4 法 山陽女子

主将 遠藤佐知子 4 国 東北学院榴ケ丘
安田紘子 3 済 夙川学院
北﨑悦子 3 法 東海大学付属浦安
上條いずみ 3 法 藤村女子
遠藤真理子 2 法 浦和学院
原由紀代 2 法 山陽女子
川崎光美 2 法 共栄学園
田村瑞穂 1 国 秀明英光
高橋　令 1 営 名経大附属高蔵
島田早苗 1 済 富山国際大学付属
津布久萌 1 法 共栄学園
森　美紀 1 法 飛翔館
田中美穂 1 国 山梨学院大学附属

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

平良和己 4 法 沖縄工業
大山謙一 4 国 堀越
比嘉明人 4 営 沖縄工業

主将 乾祥一郎 4 済 柳川
安部将大 4 法 鎌ヶ谷
垣内崇寛 3 法 調布北
小松優介 3 法 松商学園
小助川亮二 3 国 八潮
村居誠悟 3 営 四日市工業
佐川　稔 3 法 成田
野瀬優助 3 法 九州国際大学付属
宮川　歩 2 法 東海大学第三
穴田裕介 2 法 明石城西
佐地竜介 2 法 秀明英光
槙橋　甲 2 国 関西
新谷　啓 2 済 大阪産業大学附属
丹羽　理 2 済 春日丘
水島涼太 2 法 明治学院東村山
大塚真之助 1 法 熊本マリスト学園
橋爪泰樹 1 国 星稜
鶴石昌大 1 国 鳥取東
古城泰裕 1 法 浦和学院
大野　航 1 国 清風
山内俊哉 1 法 高知

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

安田紘子 4 済 夙川学院
主将 北崎悦子 4 法 東海大学付属浦安
主務 上條いずみ 4 法 藤村女子

原由紀代 3 法 山陽女子
遠藤真理子 3 法 浦和学院
川崎光美 3 法 共栄学園
田村瑞穂 3 国 秀明英光
高橋　令 2 営 名経大附属高蔵
島田早苗 2 済 富山国際大付属
津布久萌 2 法 共栄学園
森　美紀 2 法 飛翔館
田中美穂 2 国 山梨学院大学附属
大麻　彩 1 済 青森山田
坪奈津美 1 法 堀越
土屋奈夏 1 法 共栄学園
関口彩 1 国 浦和学院
井上優佳 1 国 宮崎商業
小野塚弓乃 1 営 聖徳大学附属
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平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 20062005 1817

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

垣内崇寛 4 営 調布北
小松優介 4 済 松商学園

主務 小助川亮二 4 法 八潮
主将 村居誠悟 4 法 四日市工業

佐川　稔 4 法 成田
野瀬優助 4 国 九州国際大学付属
穴田裕介 3 済 明石城西
佐地竜介 3 法 秀明英光
槙橋　甲 3 法 関西
新谷　啓 3 法 大阪産業大学附属
丹羽　理 3 法 春日丘
水島涼太 3 国 明治学院東村山
宮川　歩 2 営 東海大学第三
大塚真之助 2 済 熊本マリスト学園
橋爪泰樹 2 済 星稜
鶴石昌大 2 法 鳥取東
古城泰裕 2 法 浦和学院
大野　航 2 国 清風
山内俊哉 2 国 高知
大田裕也 1 営 北陸
今村謙吾 1 済 筑陽学園
西野佑一 1 済 水戸短大付属
小出侑門 1 法 名古屋学院
富田真吉 1 法 湘南工科大学附属
五藤恭平 1 国 愛工大名電
新田健一郎 1 国 鶴岡東

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 原由紀代 4 法 山陽女子
遠藤真理子 4 法 浦和学院
川崎光美 4 法 共栄学園

主務 田村瑞穂 4 国 秀明英光
高橋　令 3 営 名経大附属高蔵
島田早苗 3 済 富山国際大付属
津布久萌 3 法 共栄学園
森　美紀 3 法 飛翔館
田中美穂 3 国 山梨学院大学附属
小野塚弓乃 2 営 聖徳大学附属
大麻　彩 2 済 青森山田
坪　奈津美 2 法 堀越
土屋奈夏 2 法 共栄学園
関口　彩 2 国 浦和学院
井上優佳 2 国 宮崎商業
蒲谷知江 1 済 土佐塾
角田良美 1 法 湘南
宮崎優実 1 法 ルーテル学院
落合望美 1 国 高松北

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 新谷　啓 4 法 大阪産業大学附属
副将・主務 丹羽　理 4 法 春日丘

 渉外・インターネット 佐地竜介 4 法 秀明英光
広報 槙橋　甲 4 法 関西

メーカートレーナー 穴田裕介 4 済 明石城西
財務 水島涼太 4 国 明治学院東村山

メンタル 大塚真之助 3 済 熊本マリスト学園
トレーナー補 橋爪泰樹 3 済 星稜

財務補 鶴石昌大 3 法 鳥取東
メーカー補 古城泰裕 3 法 浦和学院

渉外補 大野　航 3 国 清風
勧誘・広報補 山内俊哉 3 国 高知

副務 大田裕也 2 営 北陸
今村謙吾 2 済 筑陽学園
西野佑一 2 済 水戸短大附属

メンタル補 小出侑門 2 法 名古屋
富田真吉 2 法 湘南工科大学附属

インターネット補 五藤恭平 2 国 愛工大名電
新田健一郎 2 国 鶴岡東
谷出杏介 1 営 美鈴が丘
中村有宏 1 営 小金井北
河原　純 1 済 東山
高橋　隼 1 済 東海大菅生
小檜山涼太 1 済 小阪井
和田泰朗 1 済 桜町
牛田敦之 1 法 杜若
水田知則 1 法 春日井南
川端雄介 1 法 名古屋
青木　翔 1 法 大阪産業大学附属
水田康晴 1 法 名古屋
服部大樹 1 法 浜松工業
水野悠大 1 国 青森西
長久保勇太 1 国 浦和学院
今泉克哉 1 国 米沢興譲館

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 森　美紀 4 法 飛翔館
副将・広報 高橋　令 4 営 名経大附属高蔵
財務・渉外 津布久萌 4 法 共栄学園

メーカー 田中美穂 4 国 山梨学院大附属
インターネット 島田早苗 4 済 富山国際大付属

主務 小野塚弓乃 3 営 聖徳大学附属
広報補 大麻　彩 3 済 青森山田

メーカー補 坪　奈津美 3 法 堀越
財務補・トレーナー 土屋奈夏 3 法 共栄学園

渉外補・メンタル・勧誘 関口　彩 3 国 浦和学院
副務 井上優佳 3 国 宮崎商業

メンタル補 蒲谷知江 2 済 土佐塾
トレーナー補 角田良美 2 法 湘南

宮崎優実 2 法 ルーテル学院
勧誘補 落合望美 2 国 高松北

山口亜弥 1 済 秀明英光
木下ミサ 1 法 名経大附属高蔵
白　華英 1 国 長岡
桑原悠乃 1 短 白梅学園
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50th anniversary 50th anniversary 20082007 2019

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

副将・財務 大塚真之助 4 済 熊本マリスト学園
主務・トレーナー 橋爪泰樹 4 済 星稜

主将 鶴石昌大 4 法 鳥取東
メーカー 古城泰裕 4 法 浦和学院

渉外・インターネット 大野　航 4 国 清風
勧誘・広報 山内俊哉 4 国 高知

副務・勧誘補 大田裕也 3 営 北陸
財務補 今村謙吾 3 済 筑陽学園

西野佑一 3 済 水戸短大附属
メンタル・トレーナー補 小出侑門 3 法 名古屋

勧誘補       富田真吉 3 法 湘南工科大学附属
インターネット補 五藤恭平 3 国 愛工大名電

渉外補 新田健一郎 3 国 鶴岡東
中村有宏 2 営 小金井北
谷出杏介 2 営 美鈴が丘

メンタル補 河原　純 2 済 東山
小檜山涼太 2 済 小阪井
和田泰朗 2 済 桜町
高橋　隼 2 済 東海大菅生
牛田敦之 2 法 杜若
水田知則 2 法 春日井南
川端雄介 2 法 名古屋
青木　翔 2 法 大阪産業大学附属
水田康晴 2 法 名古屋
服部大樹 2 法 浜松工業
水野悠大 2 国 青森西
長久保勇太 2 国 浦和学院
今泉克哉 2 国 米沢興譲館
小野　情 1 営 根岸
風早一樹 1 済 東京学館浦安
桑原武夫 1 済 八戸大学第二
篠川智大 1 法 長尾谷
井上貴博 1 法 柳川
大原文平 1 法 佐土原
土居諒太 1 法 東京学館浦安
矢木田義人 1 法 小山
柏谷隆斗 1 法 札幌西陵
細谷亮太 1 国 霞ヶ浦
岡部慎一郎 1 国 修徳
我喜屋司 1 国 沖縄尚学
前澤成亨 1 国 玉川学園
田辺拓良 1 短 神南

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 関口　彩 4 国 浦和学院
副将・メーカー 坪　奈津美 4 法 堀越

主務 小野塚弓乃 4 営 聖徳大学附属
広報・WTA 大麻　彩 4 済 青森山田

財務 土屋奈夏 4 法 共栄学園
渉外 井上優佳 4 国 宮崎商業

インターネット 蒲谷知江 3 済 土佐塾
メンタル・WTA・財務補 角田良美 3 法 湘南工科大学附属
トレーナー・WTA 宮崎優実 3 法 ルーテル学院

勧誘 落合望美 3 国 高松北
桑原 悠乃 2 短 白梅学園

勧誘補・ネット補 山口 亜弥 2 済 秀明英光
トレーナー補 木下 ミサ 2 法 名経大附属高蔵

白 華英 2 法 長岡
下村恵那 1 済 共栄学園
岡林陽子 1 法 富士見が丘
田淵ひろ子 1 国 八幡南
高旗仁美 1 国 Churchlands

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 小出侑門 4 法 名古屋
主務 大田祐也 4 営 北陸
財務 今村謙吾 4 済 筑陽学園

広報・アジパン 富田真吉 4 法 湘南工科大学附属
勧誘 五藤恭平 4 国 愛工大名電
渉外 新田健一郎 4 国 鶴岡東

広報・アジパン補 中村有宏 3 営 小金井北
ホームページ 谷出杏介 3 営 美鈴が丘

報告書 河原　純 3 済 東山
分析係 小檜山涼太 3 済 小阪井
財務補 和田泰朗 3 済 桜町
勧誘補 高橋　隼 3 済 東海大菅生

メンタル・トレーナー 牛田敦之 3 法 杜若
分析係 水田知則 3 法 春日井南

メンタル・トレーナー補 川端雄介 3 法 名古屋
渉外・ボール・メーカー補 青木　翔 3 法 大阪産業大学附属

分析係 水田康晴 3 法 名古屋
ブログ 服部大樹 3 法 浜松工業

クリニック 水野悠大 3 国 青森西
ブログ 長久保勇太 3 国 浦和学院

小野　情 2 営 根岸
風早一樹 2 済 東京学館浦安
桑原武夫 2 済 八戸大学第二
篠川智大 2 法 長尾谷
井上貴博 2 法 柳川
大原文平 2 法 佐土原
土居諒太 2 法 東京学館浦安
矢木田義人 2 法 小山
柏谷隆斗 2 法 札幌西陵
細谷亮太 2 国 霞ヶ浦
岡部慎一郎 2 国 修徳

クリニック補佐 我喜屋司 2 国 沖縄尚学
前澤成亨 2 国 玉川学園
田辺拓良 2 短 神南

学連 仲田奨司 1 国 沖縄尚学
森嶋　修 1 国 長野日本大学
田村和也 1 国 富山国際大学付属
益田拓馬 1 国 堀越
長久保大樹 1 済 浦和学院
矢野　洋 1 済 鈴鹿
本田和之 1 済 日本学園
田中　仁 1 済 北海道深川西
寺内雄人 1 法
中村元気 1 法 昭和
宮下慎一郎 1 営 国府

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主将 宮崎優実 4 法 ルーテル学院
副将・主務 落合望美 4 国 高松北

渉外・財務・学生データ 蒲谷知江 4 済 土佐塾
広報 角田良美 4 法 湘南工科大学附属

勧誘・ブログ・報告書 山口 亜弥 3 済 秀明英光
WTA.・オープン大会 木下 ミサ 3 法 名経大附属高蔵
財務補・ブログ・メンタル 白 華英 3 国 長岡

メンタル補・WTA. 下村恵那 2 済 共栄学園
勧誘補 岡林陽子 2 法 富士見が丘

ブログ・報告書補 田淵ひろ子 2 国 八幡南
長谷川梨紗 1 国 東海大学附属望星
鈴木直子 1 済 秀明栄光
西川満美 1 済 弥栄西
宮本紗織 1 法 岡山学芸館
荒木史織 1 法 宮崎商業
美濃越彩 1 法 東京学館浦安
境　有紀 1 法 鳳凰

52 53



2010年2月 OB会集合写真

2010年2月 OB会２次会2008年 総会新入生紹介

2008年 部旗贈呈式

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary2009 20102221

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

広報・アジパン 中村有宏 4 営 小金井北
主務 谷出杏介 4 営 美鈴が丘
主将 河原　純 4 済 東山

分析係 小檜山涼太 4 済 小阪井
財務 和田泰朗 4 済 桜町
勧誘 高橋　隼 4 済 東海大菅生

ボール・メーカー 牛田敦之 4 法 杜若
分析係 水田知則 4 法 春日井南

トレーナー 川端雄介 4 法 名古屋
渉外 青木　翔 4 法 大阪産業大学附属

分析係 水田康晴 4 法 名古屋
ブログ 服部大樹 4 法 浜松工業

クリニック 水野悠大 4 国 青森西
副将 長久保勇太 4 国 浦和学院

勧誘補 小野　情 3 営 根岸
風早一樹 3 済 東京学館浦安

トレーナー補 桑原武夫 3 済 八戸大学第二
広報補 篠川智大 3 法 長尾谷
渉外補 井上貴博 3 法 柳川
分析係 大原文平 3 法 佐土原
財務補 土居諒太 3 法 東京学館浦安

矢木田義人 3 法 小山
柏谷隆斗 3 法 札幌西陵
細谷亮太 3 国 霞ヶ浦
岡部慎一郎 3 国 修徳

クリニック補佐 我喜屋司 3 国 沖縄尚学
副務 前澤成享 3 国 玉川学園

宮下慎一郎 2 営 国府
長久保大樹 2 済 浦和学院
矢野　洋 2 済 鈴鹿
本田和之 2 済 日本学園
田中　仁 2 済 北海道深川西
中村元気 2 法 昭和

学連 仲田奨司 2 国 沖縄尚学
森嶋　修 2 国 長野日本大学
田村和也 2 国 富山国際大学付属
益田拓馬 2 国 堀越
高橋良平 1 済 長尾谷
新津勇人 1 済 松が谷

学連 林　倫正 1 済 名経大附属高蔵
細川芳樹 1 済 佐野日大
井原　力 1 法 明石城西
田中宏幸 1 法 関西
賀川雄太 1 法 鳳凰
竹口裕人 1 国 法政大学第二
町田祐介 1 国 浦和学院
森下裕貴 1 国 文星芸大学附属
平川　翔 1 国 大東文化第一
水谷一人 1 短 四日市工業

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 中村　建教授
副部長 金子国彦

主務 山口 亜弥 4 済 秀明栄光
副将・財務・メーカー 木下ミサ 4 法 名経大附属高蔵

主将・広報 白 華英 4 国 長岡
学生トレーナー・メンタル・
WTA・ブログ・広報補 下村恵那 3 済 共栄学園

渉外・勧誘 岡林陽子 3 法 富士見丘
副務 田淵ひろ子 3 国 八幡南

副務補 鈴木直子 2 済 秀明栄光
広報補・ブログ補 西川満美 2 済 弥栄西

WTA 補 宮本紗織 2 法 岡山学芸館
学生トレーナー補 荒木史織 2 法 宮崎商業

勧誘補 美濃越彩 2 法 東京学館浦安
WTA 補 境　有紀 2 法 鳳凰

渉外補 長谷川梨紗 2 国 東海大学附属望星
渡辺芽衣 1 国 青森西

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 大島正克教授
副部長 宇田川裕

主将 井上貴博 4 法 柳川
主務 細谷亮太 4 国 霞ヶ浦
勧誘 小野　情 4 営 根岸

ボール管理 風早一樹 4 済 東京学館浦安
メーカー 篠川智大 4 法 長尾谷
分析係 大原文平 4 法 佐土原

財務 土居諒太 4 法 東京学館浦安
トレーナー 矢木田義人 4 法 小山

柏谷隆斗 4 法 札幌西陵
岡部慎一郎 4 国 修徳
我喜屋司 4 国 沖縄尚学
前澤成享 4 国 玉川学園
宮下慎一郎 3 営 国府
長久保大樹 3 済 浦和学院
矢野洋 3 済 鈴鹿
本田和之 3 済 日本学園
田中　仁 3 済 北海道深川西
中村元気 3 法 昭和
仲田奨司 3 国 沖縄尚学
森嶋　修 3 国 長野日本大学
田村和也 3 国 富山国際大学付属
益田拓馬 3 国 堀越
高橋良平 2 済 長尾谷
新津勇人 2 済 松が谷
林　倫正 2 済 名経大附属高蔵
細川芳樹 2 済 佐野日大
井原　力 2 法 明石城西
田中宏幸 2 法 関西
賀川雄太 2 法 鳳凰
竹口裕人 2 国 法政大学第二
町田祐介 2 国 浦和学院
水谷一人 2 短 四日市工業
岡村隆治 1 営 岩国
田村浩太 1 済 代々木
神戸優平 1 済 ウィザス
江本壮之介 1 法 浦和学院
野田雄希 1 国 高松北
三國　健 1 国 青森山田
山口福太郎 1 国 日生学園第一
三谷広城 1 国 盈進

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長
副部長 金子国彦

主将 下村恵那 4 済 共栄学園
財務・広報・メーカー 岡林陽子 4 法 富士見丘

主務・副将 田淵ひろ子 4 国 八幡南
副務・メンタル 鈴木直子 3 済 秀明栄光

西川満美 3 済 弥栄西
ブログ・クリニック 宮本紗織 3 法 岡山学芸館

WTA 荒木史織 3 法 宮崎商業
勧誘・ボール 美濃越彩 3 法 東京学館浦安

WTA・トレーナー 境　有紀 3 法 鳳凰
ブログ 長谷川梨紗 3 国 東海大学附属望星

渡辺芽衣 2 国 青森西
伊藤優花 1 済 野田学園
山本翔子 1 法 駿台甲英
伊波佳苗 1 法 沖縄尚学
島田雪乃 1 法 相模原総合
高崎奈美 1 国 浦和学院
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2009年 国際大会 2009年 国際大会

平成 年度
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平成 年度
在 籍 メ ン バ ー

50th anniversary 50th anniversary 20122011 2423

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 宇田川裕
主将 長久保大樹 4 済 浦和学院
主務 中村元気 4 法 昭和

トレーナー 矢野　洋 4 済 鈴鹿
データ 本田和之 4 済 日本学園

クリニック 田中　仁 4 済 北海道深川西
学連（全日本）仲田奨司 4 国 沖縄尚学

副将 森嶋　修 4 国 長野日本大学
財務 宮下慎一郎 4 営 国府
渉外 田村和也 4 国 富山国際大学付属
広報 益田拓馬 4 国 堀越

高橋良平 3 済 長尾谷
新津勇人 3 済 松が谷
林　倫正 3 済 名経大附属高蔵

副務 細川芳樹 3 済 佐野日大
井原　力 3 法 明石城西
田中宏幸 3 法 関西
賀川雄太 3 法 鳳凰
竹口裕人 3 国 法政大学第二
神戸優平 2 済 ウィザス
江本壮之介 2 法 浦和学院
野田雄希 2 国 高松北
三國　健 2 国 青森山田
山口福太郎 2 国 日生学園第一
三谷広城 2 国 盈進
高山和也 1 済 湘南工科大学附属
越田晃司 1 済 金沢伏見
菊池一陽 1 済 小平西
白井卓也 1 法 東京学館浦安
小堺遠馬 1 法 秀明英光
鍛代　悟 1 法 松が谷
谷戸孝雄 1 法 桜町
森下亮太郎 1 法 佐野日本大学
佐藤俊介 1 国 四日市工業
山田慎之介 1 短 大成

アジア女子ローンテニス部	 	 	
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 金子国彦
主将 荒木史織 4 法 宮崎商業
主務 鈴木直子 4 済 秀明栄光

副将・勧誘 長谷川梨紗 4 国 東海大学附属望星
財務 宮本紗織 4 法 岡山学芸館

広報・渉外 境　有紀 4 法 鳳凰
勧誘 西川満美 4 済 弥栄西

WTA・トレーナー 渡辺芽衣 3 国 青森西
副務 伊藤優花 2 済 野田学園

ブログ 山本翔子 2 法 駿台甲英
ブログ 伊波佳苗 2 法 沖縄尚学

島田雪乃 2 法 相模原総合
宇佐川沙耶 1 済 野田学園
岡本佳純 1 国 浦和学院

硬式庭球部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 宇田川裕
主将 高橋良平 4 済 長尾谷
勧誘 林　倫正 4 済 名経大附属高蔵
主務 細川芳樹 4 済 佐野日本大学

ブログ・ホームページ 田中宏幸 4 法 関西
財務・メーカー・ボール 賀川雄太 4 法 鳳凰

クリニック 竹口裕人 4 国 法政大学第二
財務補佐 神戸優平 3 済 ウィザス

渉外 江本壮之介 3 法 浦和学院
副務 野田雄希 3 国 高松北

広報・データ 山口福太郎 3 国 日生学園第一
クリニック補佐 三谷広城 3 国 盈進

トレーナー 高山和也 2 済 湘南工科大学附属
越田晃司 2 済 金沢伏見
菊池一陽 2 済 小平西

報告書 白井卓也 2 法 東京学館浦安
小堺遠馬 2 法 秀明英光
鍛代　悟 2 法 松が谷

学連 谷戸孝雄 2 法 桜町
森下亮太郎 2 法 佐野日本大学

広報・データ補佐 佐藤俊介 2 国 四日市工業
ブログ・ホームページ・学連 山田慎之介 2 短 大成

小林浩貴 1 済 仙台商業
豊田　魁 1 国 日本大学山形
宮脇　駿 1 国 名古屋
秋山和潤 1 国 麗澤瑞浪高
田村　亮 1 法 高知中央
西岡靖雄 1 法 四日市工業
井上裕貴 1 短 日本大学山形
瀬間智義 1 済 柏陵
真下喜亘 1 済 秀明八千代
松本　亘 1 営 浦和学院
糸井　彬 1 法 麗澤
仲村元希 1 済 大阪産業大学付属
根岸　遼 1 法 麗澤
松本　晃 1 済 浜松湖東
佐藤雄磨 1 国 国際基督教大学
田中達大 1 法 代々木

アジア女子ローンテニス部
役　職 氏　名 学年 学部 出身高校

部長 金子国彦
主将 渡辺芽衣 4 国 青森西

副将・財務 伊藤優花 3 済 野田学園
勧誘・渉外 山本翔子 3 法 駿台甲英

トレーナー・メンタル・OG 伊波佳苗 3 法 沖縄尚学
主務・OG 島田雪乃 3 法 相模原総合

ブログ・WTA 宇佐川沙耶 2 済 野田学園
ブログ・WTA 岡本佳純 2 国 浦和学院

安野聡美 1 法 山村学園
山浦はる香 1 国 山村学園
八島ちひろ 1 法 日本大学東北
松本千広 1 済 幕張総合
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永遠の亜細亜大学硬式庭球部	 昭和 44 年度卒　男子主将　生貫　賢一

　50 周年記念おめでとう御座います。
　卒業して 45 年が過ぎ、今でもこの 4 年間は直ぐにでも思い出す事が出来る時間でもあります。
　２年生の時に廃部の危機から我々同期が潰してはなるものかと頑張り、存続する事が出来ました。負けるものかと云
う気持ちは、この時に培われたのです。皆で卒業出来た事を、今でも誇りに思っております。
　その気力、体力がその後の社会人生活に於いて、人の道の在り方や、人生設計に大いに役立った事は云うまでもありません。
　青春の４年間は大変楽しく短かったですが、この間にテニスを通じて様々な経験をさせて戴き、生涯の仲間と出逢い、今
日あるのもこの４年間だと感謝しております。次の周年に向けて庭球部卒業生が様々な分野で活躍されん事を祈念致します。

［追 伸］この 50 周年誌に 60 年代、70 年代の白黒写真を送り、掲載され、ありがたく思い、御尽力下さった宇田川君
はじめ関係各位の皆様に御礼申し上げます。

亜細亜大学　硬式庭球部　創設 50年に寄せて	 昭和 44 年度卒　土橋  憲治

亜細亜大学　硬式庭球部　創設 50 年おめでとうございます。
　私がテニス部に入部しましたのは、昭和 41 年で、当時、学校の隣に安宅産業㈱の寮がございまして、そこの寮に 2
面のテニスコートがあり、コートのローラー引きをはじめとするコート整備を毎日きちんとすることを条件に、コート
をお借りしていたと記憶しております。
　今日、堀内監督をお迎えして、現役の皆さんがご活躍されていることは、私共テニス部 OB として大変喜ばしく思っ
ており、エールを送る次第です。50 年という歴史の間に、この様なことがあったことも頭の隅においていただければ
幸いです。そして、いつまでも感謝の心を忘れずに、日々のご健闘をお祈りします。

我が母校、その名は亜細亜	 昭和 51 年度卒　男子主将　若杉  照喜

　創部 50 周年を迎えた我が母校テニス部。私もその１つの時代にお世話になり、思い出多き時間を過ごしました。
　今や学生テニス界にその名を馳せる母校テニス部ですが、私が身を置き仲間たちとともにテニスに情熱を傾けていた
時代は関東大学リーグの最下部 7 部に位置する弱小テニス部でした。
　当時テニス部には占有テニスコートが無く、キャンパス近くのとある商社独身寮に付設されていた 2 面のクレーコート
を借りての部活動でした。テニスコートは週末土日に使用できず、平日陽が落ちるまでの時間を皆で練習に励んでいました。
　木製のラケットを手にして白球（当時カラーボールは普及しておらず文字通り白球でした）を打ち合う仲間達の姿が
思い出されます。フォアハンドはフラット系、バックハンドはアンダースピンのプレースタイルが主流で、トップスピ
ンや両手打ちはまだ珍しい時代でもありました。大学に入るまで本格的に取組んでいた学生は稀少で、テニス部入部後
イチからテニスを始める学生の割合が多い部員構成でした。
　インカレ、大学王座、そんな話題とは無縁のなかで 6 部昇格を唯一最大の目標とし日々活動をしていました。悲願の
目標は果たせず、また晴れがましい戦績も残せなかった 4 年間の部活動でしたが、亜細亜大学テニス部のひとつの時代
に集い交わった仲間達、その出会いと共に過ごした日々は私の人生における最良の思い出になっています。
　折しも全豪オープン開催中で、日本人選手の活躍が報ぜられています。テニスファンのひとりとして大変うれしい限りです。
近い将来母校テニス部からグランドスラム大会で活躍するプレーヤーが輩出される日が来ることを心待ちにしております。
　おお我が母校、その名は亜細亜。

50 周年おめでとうございます	 昭和 52 年度卒　男子主将　海野  泰典

　私たちのころ夏合宿は、軽井沢・浅見荘での夏合宿でした。とても楽しみな合宿でありました。ただ、大先輩の OB
の方々がお見えになった時は、緊張感が走ったものです。大学 4 年生の時の夏合宿の写真を投稿します。（p.23）

36 年前にタイムスリップ、思い出のあの場面	 昭和 53 年度卒　男子主将　藤田  哲二

　今年と同じ巳年の 36 年前、昭和 52 年の春、私は硬式庭球部の主将に任命されました。

　この年は当時 10 大商社の一角をなした安宅産業が破綻をおこし伊藤忠に吸収された年であり、即ち、亜細亜大学に
も程近く、歴代の諸先輩から受け継いだ、我が硬式庭球部の活動拠点であった安宅産業独身寮テニスコートが消滅した
年でした。最後の日、断腸の思いでみんなとコートにお酒を撒いて供養したことを覚えています。
　その後、試行錯誤を重ね漸く小金井公園近くのアスファルトのコート２面で活動することを決めました。しかし、ボー
ルやシューズソールの消耗が激しく、膝痛を訴える部員が続出するとても劣悪な環境でした。また月々コート使用料が
発生し、財政上も四苦八苦。OB 諸先輩に援助金を募らせていただいたのもこの時期です。こんな厳しい状況だからこそ、
練習できる機会を無駄にすまいと思い、強制練習の時間を増やし、内容もよりハードなものにしました。後輩達は相当
きつかったと思いますが、私自身もきつい時期でした。ただ、救われたのは部員達全員とても明るかったことです。
　そんな厳しい練習に耐えたことにより夏の関東学生予選会で、１年後輩の豊田と組んだダブルスはページをぬける決
勝に進みました。明大コートで相手は東京理科大の関東学生。０－６、７－６、６－１。奇跡の大逆転勝利、歓喜に酔い
ました。近年の現役諸君にしてみれば全然大した事ではないと思われるでしょうが、当時、我が亜細亜大学は７部リー
グの下部校で関東学生になるなどまるで夢のような事だったのです。
　インカレ本戦は８月に行われ、既に全員練習は打上げた後でしたが、主務の市原が後輩達とアジローンの後輩を連れ応
援に来てくれました。会場は慶應大で相手はなんと第２シードの江原、田中（慶大）、実力差は歴然です。江原さんは１年
先輩で、４年前、高校の関東大会で東京代表麻布高校のエース、立教高校の鷲田、慶應高校の佐藤等とともに優勝を争う
高校庭球界のエリートでした。その長身から振り出すトップスピンサーブは魔球のようにボールが歪んで飛んできます。　
試合は私のサービスゲームで始まりました。私のサービスは相手と対照的でファーストボレーをするのに余裕でサービスラ
インまでダッシュできるスピードです。最初相手は全く無名の私たちを完全になめきっていたと思います。しかし、40 － 15
の後、私のサーブを江原さんがアウトし、なんと、ゲームウォンバイ亜細亜、ゲームカウント１-０、亜細亜リード。その時
です、にわかに慶應の下級生達がわれわれのコートに集まってきて声を出し始めたのです。「ケイオー、ファイト」「ケイオー、
サキリード」。・・・。しかし、ここから先慶應ペアは遺憾なく実力を発揮しました。そして、ネットを挟んで握手をするま
でそう時間はかかりませんでした。スコアは１－６、０－６でしたが、私は今でもはっきり覚えています。あの時、あの瞬間、
明らかにコート上の空気が変わったことを。私にとっていい思い出のひとつです。
　現役の諸君は、素質に恵まれ、良き指導者に恵まれ、活動環境に恵まれ、羨ましいかぎりです。その分求められる期
待も大きく苦しさもあることでしょう。しかし是非とも４年間のうちに何かを（それは必ずしも誇らしい戦績でなくと
も）掴んでほしいと思います。おそらくそれは必ず将来への自信に繋がることでしょう。そしてまた数年後、後輩達に
いい思い出話をしてあげてほしいと思います。

３つの思い出と油そば、そして１つの夢	 昭和 54 年度卒　男子主将　豊田  昭彦

・木綿のハンカチーフ
　1 年生の春、朝 8 時になるとステレオを持っている各部屋から太田裕美の「木綿のハンカチーフ」が一斉に流れだす、
起床の合図だった。上田マンションとは聞こえがいいが名ばかりの３畳 1 間の長屋で、４年生に若杉さん、竹内さん、
高橋さんのテニス部先輩と同期の吉本と共に住んでいました。若杉さんは単複関東学生プレーヤーで、私はバックハン
ドに憧れていました。初めての練習の時、若杉さんのスピンサーブは、今まで見たことのないバウンドで、自分はレシー
ブで何回も空振りをし、1 回も返せなかったことや、竹内さん、高橋さんは北海道出身で酒が強く、自分に千円を持た
せて屋台のおでん屋で一升瓶を買ってそのおつりでおでんを買い、毎晩の様にご一緒に「マンション」で飲ませていた
だいたことが忘れられません。
•0 － 6・7－ 6・6－ 1
　２年の夏関予選ダブルス決勝のスコアです。ペアは、３年生主将の藤田先輩です。今と違って１次予選しかなく勝て
ば本戦でした。会場は、明治大学、相手は東理大、本戦選手、ほとんどが上位校の選手で７部の選手は自分たちだけだっ
たと思います。無我夢中でしたが互いに声を出し、ボールに食らい付いていったと思います。ただ、最後のショットだ
けははっきりと覚えています。デュースを繰り返しやっとつかんだマッチポイント、藤田先輩のセカンドサーブ、なぜ
か 2 人とも後ろ、相手はレシーブダッシュでボールはセンターへ、その時自分のバックハンドのフラットのパスがセン
ターに抜けていきました。挨拶のあと、若杉さんのバックハンドに少し近づけたかなと思いました。
　その時の試合球は今でも持っています。藤田先輩、持っていますか？
•１次リーグ優勝・２次リーグ敗退
　３年米納・小林、２年安藤・志田・吉野・野沢・１年柴・細谷、そして自分、３年春最後のリーグ戦メンバーです。
当時は春がリーグ戦で、７部は３月から行いました。７部でしたが、実力的には５部、６部と練習試合でも勝っていま
した。２次リーグ最終戦、故浅見方舟先生が初めて応援に来てくださった中での敗戦、悔し涙を流しながらこの時、指
導者が居たら昇格できたかもしれないと思いました。

亜細亜大学テニス 5 0 年 寄　稿th anniversary
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•１つの夢
　山形県内の高校テニス部の歴史は、自分が１年の時、母校日大山形で初めて愛好会として発足したのが最初でした。指
導者は居ませんでしたし、練習方法も本を見ながらの手探りの日々でした。３年生の時には、３年生は自分１人だけになっ
てしまいました。強くなりたい、山形県を強くしたいとの気持ちが芽生えていました。縁あって、テニス部に入部し、先
輩・後輩と出会い、テニスを勉強した自分は指導者として母校を、山形県を強くし、全国で活躍できる様にしたいという
夢を追う決意を、追い出しコンパで話をしてから 32 年、まだまだ志半ばです。それでもテニス部には、母校から、１年
後輩の安藤・志田、そして弟の和彦、鈴木、中村、県内では、木根渕、新田、今年は長男の魁・井上、そして酒田市出
身の田中が入部しました。また、東北からも仙台の小林、福島の八島と入部しています。ぜひ、東北パワーを発揮し、本
人の努力は当然必要ですが、亜細亜大学テニス部に入部すれば強くなれることを東北の高校生に見せつけてほしいです。
　弟は今、体を壊しテニスはできませんが、その分現役学生の活躍を聞くのを楽しみにしております。常勝亜細亜を目
指し、弛みない努力を惜しまず頑張ってください。
　最後に、４年間の学生生活のなかで毎日のように油そばを食べていたのが１番かな？

テニス部創部 50周年おめでとうございます。	 昭和 55 年度卒　男子主将　安藤　実

　1979 年（昭和 54 年）3 年生の時に主将を務めさせて頂きました安藤実です。
　私が入部した時は先輩部員が 15 名（内女性マージャー 4 名）、同期が 11 名の 26 名でしたがそれからはテニスブー
ムとも重なり 3 年生の時には部員数も女性マネージャー 7 名を含め 45 名までに増えた時代でした。
　練習環境としてはまだ自分たちのコートが無く、大学近くのコート 2 面を借りて色々制限がある中で練習していまし
たが丁度この年、日の出グラウンドに硬式テニス部専用のハードコートが建設されることになりました。
　春のリーグ戦には完成して初めてホームでリーグ戦を戦える予定でしたが、強風でフェンスが倒れ改修工事で引き渡
しが遅れて全試合を遠征で行うことになってしまいました。
　先輩方も同じ条件で戦い 2 年続けて 2 次リーグまでいき、今年こそ 6 部昇格と期待されていたのですが、期待通りの
成績が残せず 1 次リーグで終わってしまいました。レギュラー選手はもちろん控えの部員も頑張ってくれたのですが私
の力不足だった事が残念な思い出となっています。そして次の年からは完成した日の出コートを使っての練習がスター
トし、今日のテニス部の飛躍に繋がったのではないでしょうか。
　これからも、亜細亜大学テニス部が益々発展し、いつしか世界で活躍する選手が育つことを期待したいと思います。

当時の想い出	 昭和 57 年度卒　男子主将　宇田川 裕

　昭和 55 年度は、藤川主将のもと昭和 56 年度卒のメンバーが幹部となり、すべての選手が一般推薦、一般入試での
入学者となった。浅見先生のご尽力で続いてきたテニス部へのスポーツ推薦入試による入学者はこの時点ですべて卒業
となり、一時代の区切りに来ていた。しかしこの年、女子のスポーツ推薦の選手が 1 名入学し、1 年間は硬式庭球部で
選手兼マネージャーとして活動に帯同している。
　昭和 54 年度に竣工した日の出テニスコートを週末に本格的に利用するようになったのはこの頃で、昭和 55 年 6 月
以降は週末に日の出セミナーハウスに宿泊し、土日の 2 日間を日の出テニスコートとトラックを利用してトレーニング
して、1 週間の練習時間が飛躍的に増加している。
　当時、武蔵境キャンパスの西側の玉川上水沿いの丸二渡辺商事（ガソリンスタンド経営）の寮に付帯したアスファルトテ
ニスコート 2 面での平日練習が前年度まで行われていた。毎月帳面と賃借料を支払いに行くのも１つの仕事になっていた。
　このテニスコートには、午後からの時間帯に授業の空き時間ごとに集合してコート練習が行われていた。この往復だ
けで 3㎞のロードワークを稼いでいて、時間割の関係から 1 日 2 往復する者もいた。日没後は、「電大通り」コースか、
もう少し武蔵小金井よりの「法政通り」を全員が列を作って武蔵境キャンパスに帰還し、学生食堂前のメインストリー
トと 1 号館前の芝生を使ってトレーニングが行われ、集合、予定確認、指導？が行われ２０時解散という毎日であった。
　この環境よりも良い条件を求めて、55 年度の春に幹部が周辺のテニスコートを物色したところ、東京農工大学の南に、
武蔵小金井駅向いの蛇の目ミシンの所有するテニスコート 2 面と１面分の空地と倉庫という環境があり、幹部が交渉の
結果、テニスコートの整備と草取りを条件に無償で平日の利用が許可された。このテニスコートは良質な荒木田土のク
レーコートで、手入れさえすれば素晴らしいコートであった。このテニスコートの利用は、同時にこの往復が今までの
1.5 倍となり 4㎞、2 往復のものは 1 日で 8 キロメートルのロードワークが課されていた。時に歩いている輩が発見され、
ペナルティー食らった者もいて、連日の話題でもあった。
　このように、平日は月曜日のオフを除き、火曜日から金曜日が蛇の目コート、土日が日の出テニスコートか対抗戦遠

征という充実した練習環境となった。
　そして迎えた昭和 56 年春の関東大学テニスリーグ戦は、男子第 7 部 1 次リーグ 10 ブロックの上位 10 チームが 2 次リーグ
2ブロックで戦い、それぞれの1 位が優勝決定戦、その勝者が 6 部 6 位と、準優勝が 6 部 5 位との入れ替え戦を行う仕組みであっ
た。本学の日の出ハードコートがリーグ戦で使用可となり、前泊できるというかなりのアドバンテージが生まれた。
　その対戦は、3/5 第１戦 VS 国際基督教大学 9 － 0 ○、第２戦 VS 星薬科大学 9 － 0 ○、第３戦 VS 創価大学 5 － 4 ○、
第４戦 VS 桜美林大学 8 － 1 ○、第５戦 VS 明星大学 6 － 3 ○と何と全勝で１次リーグ突破。続く２次リーグは、第１
戦 VS 文教大学 6 － 3 ○、第２戦 VS 茨城大学 6 － 3 ○、第３戦 VS 独協大学 3 － 6 ×、第４戦 VS 麗澤大学 8 － 1 ○と
３勝１敗で１位通過。優勝決定戦は 4/21、ビジターで VS 神奈川大学 1 － 8 ×、７部リーグ準優勝で６部との入れ替え
戦へ。4/25 ビジターで VS 玉川大学 1-8 ×で敗戦し昇格は叶わず、約２か月にわたるリーグ戦が終了した。過去の状況
からテニス環境がかなりの部分で改善され、りーグ戦の半分が日の出 HOME として使用できたこと、レギュラー選手
がすべて無資格者であり自由にオーダーを組めたことによる効果が大きく、成果に結びついたと思われる。
　７部リーグ準優勝という成果を残して間もなく春季関東学生予選が始まるという状況で、昭和 56 年度のシーズンが
始まった。4 年ぶりにスポーツ推薦の男子選手が 1 名入部した。入れ替え戦に臨んだ関係で、春季の新入生勧誘の成果
が芳しくなく、2 ケタの入部者を獲得することが出来なかった。環境としては、前年度使用していた蛇の目ミシン所有
のコートが有料オートテニス施設の建設による閉鎖で使用できなくなり、年度早々に玉川上水沿いの丸二渡辺商事のア
スファルトコートに戻り、平日の練習が再開された。土日は昨年度同様に日の出テニスコートでの練習、対抗戦、遠征
対抗戦、月曜日がオフという環境となった。夏合宿は、中軽井沢の浅見荘で行われ、春は白子の民宿で実施された。
　前年度の 7 部リーグ準優勝をうけて、多くの対抗戦を行って悪くない成果をもってリーグ戦に臨み、シード校として
のアドバンテージをもらって 1 次リーグの戦いが始まった。4 戦全勝で迎えた最終戦で東京外大と対戦し、4 － 5 ×で
敗戦し、残念ながら 2 次リーグへの進出は叶わなかった。

創部 50周年おめでとうございます。	 　昭和 58年度卒　男子主務　菅野  教之

　現役部員の皆さんの活躍の報に触れるにつれ日々心強く感じています。又、部長初め関係者の皆様の長年の強化への
ご努力にも頭が下がる思いでおります。卒業以来約 30 年が過ぎ当時の記憶もかなり薄れていますが、思いつくまで当
時の思い出を書かせて頂きます。
　私たちの代は１年の入部当初は４、５名の部員がいましたが、夏前には 2 人だけとなり同期女子マネージャーの小野
さん、富田さん（短大）と共に夏合宿の際の食事の配膳他雑用、ライン引き等の練習準備、練習等々休む暇なく過ごし
ていたことが強く思い出されます。同期の橋本（3 年次主将）とは何度か退部しようかと話し合い退部の結論が出かかっ
た時に「でもテニスは好きだからなあ…！」の単純、純粋、青春の一言で最後まで頑張って行こうと決めた夜の風景は
今でもよい思い出になっています。1 年時は 2 年生のご協力なしには 1 年の仕事は回らず、3 年時は主将、主務以外の
幹部を 2 年生にも引き受けてもらい何とか 1 年間を終えることができ無事年度を終えることができした。
　戦績については1 年時のリーグ戦で同期の橋本がレギュラーとして活躍して入れ替え戦まで勝ち進んだこと、3 年時のリー
グ戦では最終戦で国際商科大に破れ 1 次リーグで敗退したこと以外あまり記憶がなく、敗戦の悔しさと共に 1 年間の練習、
試合、諸行事をつつがなく終え無事に引退を迎えることが出来た達成感、引退のさびしさ等の印象が強く残っています。又、
学園祭、体育際等も懐かしい思い出となっています。現在、橋本は郷里の新潟の酒販会社、私菅野は都内の食品メーカー
に勤務し 2 人とも 50 歳を超えましたが元気に過ごしています。
　最後になりますが、現役部員の皆さん、部長初め関係者の皆様、OB,OG 各位の益々のご活躍とご健勝をお祈りして
お祝いの言葉とさせて頂きます。

写真お送りします	 昭和 59 年度卒　金子 正一郎

　恒例の合宿。ボールボーイきつかったなあ。でも必死にボールを追っていた気持ちを思い出すと、何とも言えない感
慨を思えています。（p.26,27）

テニス部での 4年間を振り返って	 昭和 61 年度卒　男子主将　鈴木  元彦

　亜細亜大学硬式庭球部創部 50 周年おめでとうございます。
　私は硬式庭球部に入部して先輩、後輩の上下関係や言葉遣い、礼儀作法、時間管理など社会に出るため必要なことの
ほとんどを学びました。これらがいまだに１番役に立っています。
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　上下関係でいうと、誰かがミスをしたり、声が出ていなかった時の連帯責任の正座がいやで、とにかく皆でカバーし
あい、時には先輩のグチを言って練習に励んだことが思い出されます。また、こんなこともありました。定期的に部室
で行う全体ミーティング中に出前を頼んでいた油そばが早めに届いてしまい、おじさんが「まいどー」と言って入って
きた瞬間の皆のひきつる顔！この後、正座は言うまでもありません。酒にまつわる話もあります。今では禁止でしょう
が、4 個入りボール缶での一気飲み、すし桶でのビールと日本酒のちゃんぽん飲み、汚い話ですが吐いて吐きまくって
だんだん酒が飲めるようになりました。
　失敗だらけの 1、2 年でしたが、3 年になって幹部を任された時の責任はけっこう重圧でした。色々な決め事や合宿地の
手配、予算管理、対外試合のスケジュール調整など、ある意味その話し合いを通じて同期の皆と深く付き合えた気がします。
　試合での１番の思いでは、3 年次夏関予選決勝であと１つ勝てば関東学生という試合です。相手も上部校のシードを
倒してきた東大の選手でしたが、ショットに凄みはないのですが、コーナーに的確にボールを集めてきてドロップショッ
ト、ロブを多用され負けました。この時は口惜しさばかりが残りましたが、後々考えたら相手を揺さぶる見本のような
戦術で、今では私も実践しています。
　私は現在、テニスコーチという立場から多くの方にテニスを教えています。その基となったのはテニス部での４年間があっ
たからに違いありません。今後とも、亜細亜大学硬式庭球部の発展と現役学生、OB、OG 諸氏の活躍を心より願っております。

想い出	 平成 61 年度卒　女子主将　内藤  理央（旧姓・大湊）

　入部して、初めてのセミナーハウスでの活動の帰り道、同期の硬式テニス部の仲間たちと（p.30）。この時が、初顔
合わせだったような。まだ、お互い名前も知らず、初ショット。そしてもう１枚は、1 年生の時のアジ祭（p.28）。アジ
ロンは毎年、おだんご屋さんです。看板娘がたくさん。とっても盛況でした。とてもふがいない主将でした。先輩方や
かわいい後輩や、しっかり者の同期に助けられ、何とかつとめることができました。とても充実した 4 年間でした。

創部 50周年おめでとうございます	 昭和 62 年度卒　男子主将　高田  大介

　この度は、硬式庭球部の創部 50 周年おめでとうございます。
記念誌への投稿に当たり、当時の思い出を思い付くまま、列挙させていただきます。同期は、主務：萩原仁、副将：神
山克己、学連：金子国彦（敬称略）の合計 3 名。（入部した当時は、確か 10 数名いましたが…）
　当時の活動状況ですが、平日は、武蔵境キャンパス内コート（クレー 1 面）で、午前中のみ、授業の空いている時間
帯に練習を行い、昼休みの時間に、部室で全員参加のミーティングを開催。午後の練習はありませんでした。午後はア
ジロン、軟式庭球部（男女）がコートを使用していました。
　土日祭日は、日の出コート（ハード 3 面 + クレー 1 面）で、セミナーハウスに宿泊しながら、練習や対抗戦などを行っ
ていましたが、アジロン、軟式「庭」球部（男女）もありましたので、コート割りを調整しながら活動していました。
　月曜日のみ、練習＆ミーティングともに OFF でした。部費としては、１人当たり 1,500 円 / 月を徴収していました。
　夏関の前には、日の出での合宿の他に、山中湖において 1 週間程度の合宿を実施。また当時は、春休みにリーグ戦が行
われておりましたので、その前の期間は、日の出での合宿はもちろんのこと、千葉県は白子において合宿を行っていました。
　合宿には、OB の方々もたくさん参加され、厳しい？ご指導をいただきました。
　それぞれ必要な合宿費用を工面するために、部として合宿前に一定のバイト期間を設け、その間は各自頑張ってバイ
トに励みました。OB の方にはバイト先の引受けやご紹介をいただき、大変お世話になりました。
　合宿での思い出は、何と言っても、1 年生時代の玉拾いとミーティング後の正座（説教の間ずっと）でしょうか…。あの時は、本
当につらかったし、先輩たちを恨みましたね（笑）。それでも、合宿の最終日は「布団蒸し」で発散・逆襲？をさせていただきました。
　合宿での食事の時は、1 年生が配膳を行い、食事の準備ができると低学年順に先輩を呼びに行きます。食堂の出入り
口ではドアボーイを配置し、先輩方を迎い入れ、1 年生は両サイドに先輩に挟まれる形で着席することになります。主
務の号令で、食事が始まります。1 年生は両サイドの先輩のご飯茶碗、味噌汁のお椀、湯呑茶碗が空いた時は、速やか
にお代わりの伺いをしなければならず、それが気づかないと、ミーティング後の正座の餌食に…。
　合宿や対抗戦などへの遠征に伴い、集合する場所や時間を指示されるわけですが、その場合、1 年生はその 30 分前、
2 年生は 20 分前、3 年生は 10 分前の集合が暗黙の了解事項で、遅刻した場合は、某コースのランニング、学ラン着用、
ボウズなどの罰則がありました。また集合後その集団で行動するときは、先輩を追い越ししてでも、必ず先頭に立ち、
低学年順に並んで移動することが基本となっていましたね。当時、男子は学ランが正装でした。あいさつは、「オッス！」

「失礼します」。先輩から、何かおごってもらったり、頂いた時などは「ごっつぁんです」。
　メインの飲み会？行事である、新歓コンパ、OB コンパ、追い出しコンパなどは、西荻窪の「菊寿司」で開催していました。

（今は営業しているのでしょうか…？）1・2 年生は、西荻窪の改札口前に整列し、来賓、先生や OB が来られると、挨
拶の上、コンパ会場までエスコートします。会場には、受付の他、ドアボーイ係、靴係などを配置…。宴席が始まると、
来賓、先輩などへお酌をしに回ります。その際、ビール、日本酒のお酌は、ラベルを上にして両手で持ち、相手のグラ
スやおちょこにつけないように注ぐ。グラスの中身が半分以上なくなったら、すぐに注ぐ等々…。
　先輩からのお返しのお酒は、器に両手を添えて受け取り、「ごっつぁんです」と言って飲み干す！！今では問題とな
りますが、一気飲みの掛け声もありましたね（笑）。宴席での席順や上座の考え方、諸先輩方々への接待の仕方、言葉
遣いなど、ある意味社会人としての基礎を叩き込まれたことは、間違いないですね。
　当時は、男子 7 部、女子 5 部と共に最下位のリーグに在籍、低迷していましたが、我々が 4 年生の秋に、堀内先生が
我がテニス部の監督に就任され、そこから亜細亜の快進撃が始まった訳です。
　私たちの世代は正に、テニス部の歴史が変わる瞬間を、経験させていただきました。卒業し、約四半世紀が経ちます
が、この原稿をつづりながら当時の記憶が少しずつ蘇ってきて、本当に懐かしく思います。
　現役諸君の活躍は、我々 OB にとっても励みになります。学生生活の中、テニスというスポーツを通じ、ますます心
技体に磨きをかけ、関係周囲の方々への感謝の念を忘れることなく、切磋琢磨、邁進して行って欲しいと思います。
　これからも、亜細亜大学テニス部の活躍を期待しています。
　

亜細亜大学硬式庭球部とわたし	 平成 8年度卒　男子主将　林　和広

　亜細亜大学硬式庭球部入部後、蒼々たる先輩方のテニスを見、触れながら学ぶ日々でした。大学２年時に国際関係学
部の私は AUAP のため約半年間は日本を離れていましたが、帰国後、全日本学生テニス王座決定初優勝の喜びをチー
ム全体で味わうことができました。全日本学生ベスト４に残った選手全てが亜細亜大学生で、全日本選手権の資格を持
つ選手が 10 人いた黄金時代でありました。
　蒼々たるメンバーが卒業し、早稲田大学、近畿大学の台頭の時代に硬式庭球部の主将に任命されました。2 年連続負
け無しの日本１のテニス部の座を守るべく、チーム一丸となって日々、テニスに従事していました。
　関東１部リーグでの早稲田との激戦の末の勝利は今でも忘れることはできません。最初のタブルス３戦で負け越し、
無敗の亜細亜大学テニス部に暗い空気が流れました。その時、堀内監督はニヤッと笑い「予定変更、シングルス全勝で
勝とうか」とその場の空気を変えてくれたのを鮮明に憶えています。激戦の末、早稲田に勝利し、王座出場を決めました。
　その年の 11 月、わたしたちは王座決勝の舞台にいました。相手は近畿大学で新進気鋭の選手が揃っていました。相
手の主将は高校時代の同僚。個人的にも色々な思いを抱いて戦いに挑みました。結果は負け。初めて亜細亜大学テニス
部に負けが訪れた瞬間でした。呆然と相手チームの胴上げを見ていた時間を憶えています。
　あれから 10 数年以上が経ちました。今、思うことは「目標」を目指し、それを得ようと努力すること、結果を残す
ことはもちろん大事なことですが、もっと大事なことは、４年間のプロセスを大切にすることだと思います。テニス部
に入部してくる生徒は多様です。技術や実績も多様です。１人ひとりが、ただテニスが強くなればいいのではなく、テ
ニス部での４年間を通して、人間性を磨くこと、自己を発見することだと思います。
　残念ながら私自身はそれを卒業してから気づかされました。だからこそ、今、選手たちにこのことを伝え、４年間と
いう限られた時間を大切にして欲しいと願っています。

私の学生時代	 平成 17 年度卒　男子主将　村居  誠悟

　このたび、亜細亜大学硬式庭球部創部 50 周年、アジア女子ローンテニス部創部 45 周年を無事迎えられたことに、卒
業生の１人として大変喜びを感じています。この喜ばしい節目を迎えられたのも、衞藤先生をはじめとする関係各位の
ご尽力の賜物であり、また諸先輩方のご支援、ご指導の賜物と深く、感謝申し上げます。
　さて、私の学生時代ですけれども、思い出に残っている試合といえば、やはり 4 年次の慶応義塾大学との入替戦です。リー
グ戦では、史上初（!?）ダブルス 15 戦全敗を記録し、絶望的な状況でした。入替戦は、悪天候により、相手のホーム「蝮谷」
のインドアコートに会場を移して行われることになりました。どの試合も接戦で、お互いが死力を尽くして闘い、試合が終了し
たときには夜中の 0 時を過ぎていました。この接戦をものにできたのは、OB・OG を含む、関係者の皆様方の真夜中までの声援、
監督・コーチの日頃の指導、素晴らしい仲間の力によるものでした。この時ほど、応援の力を感じたことはありませんでした。
　私も、亜細亜大学を卒業して６年が過ぎようとしております。大学時代に支えて下さった皆様方のように、少しでも
選手の支えになれるよう「力」を送っていきたいと思っています。亜細亜大学硬式庭球部、アジア女子ローンテニス部
が、テニス界を牽引し、100 年、200 年の歴史を築き上げていくことを心より願っております。「常勝」あれ！
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亜細亜大学体育会硬式庭球部・アジア女子ローンテニス部OB・OG同窓会「緑衞会」会則

第１条	 本会は会員相互の親睦及び亜細亜大学体育会硬式庭球部、アジア女子ローンテニス部（以降、「両部」という）との交流を目
的とし亜細亜大学体育会硬式庭球部・アジア女子ローンテニス部 OB・OG 同窓会「緑衞会」（以降、「緑衞会」という）と称する。

第２条	 会員は、正会員、名誉会員、会友からなる。
（１）正会員は亜細亜学園出身者で、在学中に体育会の両部に属した者とする。
（２）名誉会員は、両部出身者以外で特別に功績があったとして、総会が推薦した者とする。
（３）会友は、両部出身者以外で、本会に加入を希望する者で、総会の決議により承認された者とする。

第３条	 本会の本部は亜細亜大学内におく。なお、必要に応じて支部を置く事ができる。

第４条	 本会には、次の役員を設ける。会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計、副会計、幹事は任期を原則として２年とし、再
選を妨げない。

	 なお、必要に応じて名誉会長顧問などの役員を設ける事もでき、幹事は学部卒業年次毎に原則として最低 1 名を委嘱でき
るものとする。

会　長	 1 名	 副会長	 1 名
幹事長	 1 名	 副幹事長	 1 名
会　計	 1 名	 副会計	 1 名
幹　事	 学部卒業年次毎に最低 1 名

第５条	 役員の職務は次のとおりとする。
会　長　本会を代表して会務を執行する。	 副会長　会長を補佐する。
幹事長　幹事代表として実務上の会務を担当する。	 副幹事長　幹事長を補佐する。
会　計　本会の会計上の職務を担当する。	 副会計　会計を補佐する。
幹　事　担当卒業年次の会員相互の連絡をはかる。

第６条	 総会は２年ごとに開催し、総会の決議は総会参加者の過半数を以って決定する。役員も総会において選出、再選する。

第７条	 役員会は会長、副会長、幹事長、副幹事長、会計、副会計、幹事を以って構成し、必要に応じて会長が召集する。

第８条	 必要に応じて会長の判断により、臨時総会を開く事ができる。臨時総会は総会に準じる機能をもつ。

第９条	 本会は次の活動を行う。
（１）総会の開催（2 年に 1 回）
（２）親睦会の開催（少なくても年 1 回）
（３）両部への資金的援助
（４）会員名簿の発行
（５）その他必要と認められる活動

第 10 条	 本会の会計は年会費、寄付金を以って運営し、総会の折り、会計報告を行う。

第 11 条	 本会運営のため、会員及び会友は総会で決定した年会費を一年に一度、本会へ納入する。年会費は、別に細則に定める。

第 12 条	 本会の活動上、特に必要な時は、役員会の決定を以って臨時会費を徴収する事ができる。

第 13 条	 会員は職業、住所、結婚、不幸など、異動があった場合はその旨を会長あるいは幹事長へ通知する。

細　　則	 年会費は、平成 14 年 2 月 23 日の総会にて定められた以下の金額とする。
	 会員及び会友の年会費は、5,000 円以上とする。
	 但し、卒業から 10 年間及び女子は年会費 3,000 円以上とする。

附　　則	 この会則は、平成 27年4月7日開催の役員会の決定により平成 27年4月1日より実施する。
	 なお、今後の改正は、総会の決議によるものとする。

第 1 期 昭和 37 年度卒

栗原　　一

第 2 期 昭和 38 年度卒

原　　麟一

第 3 期 昭和 39 年度卒

大中　孝夫
小沢　一美
高瀬　秀雄

第 4 期 昭和 40 年度卒

小田　豊章
金子健太郎
川勝　亮男
日吉　紘二

第 5 期 昭和 41 年度卒

織田　民雄
杉田　　進
立花　寛城　
林　　勝蔵
松島　克夫

第 6 期 昭和 42 年度卒

池田　修久

第 7 期 昭和 43 年度卒

磯部　晴治
坂本　民雄
古市　信弘

第 8 期 昭和 44 年度卒

生貫　賢一
大日向智義
北島　幹哉
小池　岩雄
土橋　憲治
松本　　滋

第 9 期 昭和 45 年度卒

遠藤　寿好
杉山　時矢
林　　健作

第 10 期 昭和 46 年度卒

木畑　好泰
塩飽　豊成
長島　岩美
松吉　修
佐野　邦明

第 11 期 昭和 47 年度卒

青木　重信
近藤善二朗
佐藤　正喜
都筑　章吉
藤野　茂樹

第 12 期 昭和 48 年度卒

一牛　陽一
小西　正実
清水　雅一
手塚　達人
和久井　斎

第 13 期 昭和 49 年度卒

今井　和夫
小倉　武夫
吉田　健男

第 14 期 昭和 50 年度卒

小林　龍一
白石　正明

第 15 期 昭和 51 年度卒

磯田　輝昭
竹内　　勉
谷地田英二
若杉　照喜
渡辺　誠治
高橋　一臣

第 16 期 昭和 52 年度卒

海野　泰典
近藤　雅史
高橋　敬一
舟川　謙世
川勝　萬盛

第 17 期 昭和 53 年度卒

市原　　保
袴田　隆久
藤田　哲二
大鷲　秀明

第 18 期 昭和 54 年度卒

小林　克己
米納　靖郎
豊田　昭彦
永野　耕治
吉本　照光

第 19 期 昭和 55 年度卒

有馬　俊雄

安藤　　実
大月　正己
小池　秀一
清水　健二
野沢喜一郎
山田　和弘
吉野　伸二
野上　義照

第 20 期 昭和 56 年度卒

鈴木　信雄
猪野　博史
小泉　隆市
幸田　泰明
志田　知之
柴　　廣一
小田部克則
関　　修一
西牧　宏一
藤川　昌敏
細谷　道郎
宮坂　敦
清田　義男

第 21 期 昭和 57 年度卒

本間　政宏
今泉　照久　
宇田川　裕
大田　克彦
古宇田純一
小西　拓二
滝　　敏夫
西岡　　茂

第 22 期 昭和 58 年度卒

菅野　教之
橋本　邦彦

第 23 期 昭和 59 年度卒

小野沢　勉
金子正一郎
木島　利宗
北原　裕志
篠崎　　孝
鈴木　義郎
高島　雅人
高木　裕華
戸田　好哲
豊田　和彦
水島　　博
小林　　登

第 24 期 昭和 60 年度卒

鵜澤　彰仁
梅津　正樹
大須賀紀之
小林　正和　
下條　　実

第 25 期 昭和 61 年度卒

尾田　健一
河野　一彦
鈴木　元彦
堤　　淑明
日高　昌平
松本　　実
水谷　茂喜
町田　謙一

第 26 期 昭和 62 年度卒

金子　国彦
神山　克己
高田　大介
萩原　　仁

第 27 期 昭和 63 年度卒

青木　克史
国弘　　努
新谷　剣一
鈴木　勝彦
高橋　邦芳
中野　誠治
山名　　均
青木　啓二

第 28 期 平成 1 年度卒

逢沢浩司郎
板橋　大有
植田　伸幸
兼田　正道
藤本　浩二

第 29 期 平成 2 年度卒

国島　一朋
島崎　真一
内藤　浩嗣
永嶋　幸一
宮田　憲好
荒井　義勝

第 30 期 平成 3 年度卒

遠藤　輝久
大窪　修二
岡田　岳二
加納　弘康

緑衞会　会員

（2015.3.27 現在）硬式庭球部
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島田　　亙
高田　　充
登山　俊景
美谷島康夫
望月　克也
森　　稔詞
横浜　浩史
鈴木　清威

第 31 期 平成 4 年度卒

金子　賢司
後藤　好宏
佐藤　武文
鍋田　修央
野中　　隆
長谷川憲吾
深井　賢一
三上　英知
山本　幸治
吉見　信孝
中島　留意
桜井　和人

第 32 期 平成 5 年度卒

淡路　　玲
梅島　義博
大矢　茂樹
栗原新太郎
澤田　慎也
中村　光英
濱田　隆史
宮原　和彦
森　　大明
柳沢　孝洋
小日向佐多央

第 33 期 平成 6 年度卒

石海　和典
織川　研一
駒田　政史
佐藤　博康
鈴木　　潤
須藤　陽史
冨田　　龍
久田　英登
平沼　　薫
藤田　　淳
水島　　亮
渡辺　勝幸
城間　和人

第 34 期 平成 7 年度卒

馬越　浩也
加藤　芳次
紀　　有二
酒井　俊亮
杉田　光徳
土屋　哲史

長谷川　慎
林田　研二
宮地弘太郎
宮川　瑞君
石高　健生

第 35 期 平成 8 年度卒

姉川　　武
倉光　聖来
古瀬　淳史
白子　嘉威
鈴木　伸哉
中村　敦紀
林　　和広
柳原　敏正
山下　大介
竹下　和史

第 36 期 平成 9 年度卒

Claudio Issao Suzuki
尾崎　俊輔
越智　　亘
串岡　正人
繁田　和宏
中村　聡利
橋本　吉弘
有賀　丈雄
鈴木　宏幸

第 37 期 平成 10 年度卒

斎藤　正洋
島田　興造
常盤　　滋
濱野　譲二
柳原　敏信
平田健一郎
松井　健郎

第 38 期 平成 11 年度卒

菊地　　恒
相原　　玲
飯塚　義弘
竹下　順二
岡田　英望
堀口元ビビアン

第 39 期 平成 12 年度卒

石浦　純一
石神　理貴
大迫　幸輝
新谷慎一郎
吉川　真司
三好　　勲

第 40 期 平成 13 年度卒

宮下　知朗
相原　　聡
朴　　潤九

谷　　泰仁
鈴木　道広
辻　　雄馬
山下　智史
杉本　有司

第 41 期 平成 14 年度卒

内海　元希
国吉　智規
白土　保成
渡辺　由教
村上　　淳

第 42 期 平成 15 年度卒

宮崎　靖雄
中川　　亮
後藤　光弘
三好　　亮

第 43 期 平成 16 年度卒

比嘉　明人
平良　和己
乾　祥一郎
大山　謙一
安部　将大
奥田　貴臣

第 44 期 平成 17 年度卒

小助川亮二
垣内　崇寛
佐川　　稔
小松　優介
村居　誠悟
野瀬　優助

第 45 期 平成 18 年度卒

新谷　　啓
佐地　竜介
穴田　裕介
丹羽　　理
水島　涼太
槇橋　　甲

第 46 期 平成 19 年度卒

大塚真之助
橋爪　泰樹
鶴石　昌大
山内　俊哉
古城　泰裕

第 47 期 平成 20 年度卒

大野　　航
小出　侑門
大田　祐也
富田　真吉
五藤　恭平
今村　謙吾

第 48 期 平成 21 年度卒

谷出　杏介
中村　有宏
和田　泰朗
牛田　敦之
川端　雄介
服部　大樹
高橋　　隼
水田　知則
水田　康晴
長久保勇太
河原　　純
水野　悠大
小檜山涼太
青木　　翔

第 49 期 平成 22 年度卒

小野　　情
篠川　智大
井上　貴博
土居　諒太
矢木田義人
柏谷　隆斗
細谷　亮太
岡部慎一郎
我喜屋　司
前澤　成享
水谷　一人
風早　一樹
大原　文平

第 50 期 平成 23 年度卒

宮下慎一郎
長久保大樹
矢野　　洋
本田　和之
田中　　仁
中村　元気
仲田　奨司
森嶋　　修
田村　和也
益田　拓馬

第 51 期 平成 24 年度卒

高橋　良平
林　　倫正
細川　芳樹
田中　宏幸
賀川　雄太
竹口　裕人

第 52 期 平成 25 年度卒

野田　雄希
三谷　広城
江本壮之介
神戸　優平
山口福太郎

第１期 昭和 42 年度卒

大坂　聰子
福本　道子
鈴木　清子
吉田　久恵
廣田エイ子
滝田　友子

第２期 昭和 43 年度卒

徳永　正子
高橋　洋子
和田むつ子

第３期 昭和 44 年度卒

鈴木　康江
松橋　史子

第４期 昭和 45 年度卒

中嶋いずみ
牧野寿美枝
清水恵美子

第５期 昭和 46 年度卒

夜久　和子
浅見　収子

第６期 昭和 47 年度卒

高橋ヨシ子
横山喜久枝
片野美江子
小西　恵子
山口千恵子

第７期 昭和 48 年度卒

清水　和恵
小林　光子
鈴木　真弓
長谷川純子

第８期 昭和 49 年度卒

宇佐美由利子　
槇山　綾子
西野　節子
村岡えり子

第９期 昭和 50 年度卒

大越　玲子
森川ゆき子
松沢　智子
堀田まゆみ
能見　雅子
田中　広子
近藤なる美

第 53 期 平成 26 年度卒

高山　和也
鍛代　　悟
佐藤　俊介
白井　卓也
越田　晃司
小堺　遠馬
谷戸　孝雄
森下亮太朗

マネージャー
昭和 44 年度

平山満喜子（高梨）
松橋　史子（田中）

昭和 46 年度

長島　啓子（篠沢）

昭和 47 年度

古谷　文江（回里）
黒柳さとみ（梅田）

昭和 52 年度

萩谷　幸子（幡鎌）
網中千恵子（前田）

山口　雅江

第 10 期 昭和 51 年度卒

三浦　聡子
渡部美智子　
久嶋ゆかり
林　　則子
小熊　正美
若杉　充代
平岡　幸子
吉葉　高子

第 11 期 昭和 52 年度卒

山田　光江
長内　優子
林　　　泉

第 12 期 昭和 53 年度卒

柳谷　良子
田中　洋子
レイコギホーズ
守井かすみ
伊藤　雅子 
神保　智子
峰川　裕子
中村　実鈴

昭和 54 年度

安藤奈緒子（金子）
岩崎　昌子（堀内）
森山　啓子（栗原）
浅田　　栄（佐藤）
佐藤　照代（勝又）

昭和 55 年度

有馬　桂子（茂木）
児島　慶恵（新原）
森　　邦子（高橋）

昭和 56 年度

冨田　章子
小野　美香

昭和 57 年度

塩崎みどり（吉沢）
古谷恵美子（金井塚）

昭和 58 年度

山崎　弘美
羽入田れい子

昭和 60 年度

本間　雅子（柳沢）

吉川裕美子
渡部トシ子
鴨下恵美子　

昭和 61 年度

金子　眞紀（大網）
平川　裕子（福島）

昭和 63 年度

成島　久恵
矢澤　美香（徳良）

平成１年度

藤本　美香　
福島　恭代（森田）
小林かおる
小松　淳子

平成３年度

滝澤由美子
橋詰　尚子

平成４年度

今津　真紀
関口美智代
村上　　綾

今井めぐみ
野本　　幸
三村　京子
森田　貴子

平成５年度

吉森祐紀子
宮沢　美保
武田真由美
榎本　理絵
北沢今日子
氣田　裕子

平成９年度

大野由香子

平成 10 年度

中島　亜紀
立花亜希子

平成 11 年度

福岡　沙紀

（2015.3.27 現在）アジア女子ローンテニス部

第 13 期 昭和 54 年度卒

小林　房子
高田　裕子
高橋　直子
向井　絹子
岡　　清美
林　　洋子
高橋　典子
小林冨士枝

第 14 期 昭和 55 年度卒

佐藤　敬子
鈴木　陽
高橋　典子
林　　洋子
小林　桃子

第 15 期 昭和 56 年度卒

栗原　春美
小穴　政子
村木　祥子

第 16 期 昭和 57 年度卒

関　　良子
城取　清江
渡辺　洋子
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第 17 期 昭和 58 年度卒

近藤　正子
堺　久美子
池田　圭代
栗田　雅代
青木　智子
片庭由美子

第 18 期 昭和 59 年度卒

小林　伸江
竹内　昌美
松岡　聖美
北瀬　真弓
鈴木　佳美
柳川まり子
広瀬　洋江

第 19 期 昭和 60 年度卒

生田由加利

第 20 期 昭和 61 年度卒

伊藤奈穂美
小林　美知　　
千葉　　香
内藤　理央
実松　奈苗
竹下　陽子

第 21 期 昭和 62 年度卒

高鹿眞由美
藤本　靖子

第 22 期 昭和 63 年度卒

末光由香子
渡辺　省子
住谷　直美
川本　京子
笠原　広美
小保方智子
川口　京子
青野　永子
池亀　美賀

第 23 期 平成１年度卒

田村　祐子
緒方理恵子
在国寺稲子
栗田　悦子
真鍋　悦子
大座　昭子
細越　治子

第 24 期 平成２年度卒

林　　晶子
住吉絵美子

第 25 期 平成３年度卒

右川　史子
青木　佳枝
本田優美子
岡田　眞美

第 26 期 平成４年度卒

斎藤　裕子
前田　友子
北野　由美
井上　朋子
廣津　文子
田村　裕美
三輪　陽子

第 27 期 平成５年度卒

吉川　智美
森澤　梨花
赤堀　奈緒
浅見　玲子
岡村麻千香
萓嶌　菜穂
渡部　雅美
野口安以子

第 28 期 平成６年度卒

アレニウス玲子
両角　千代
福間　慶子
山岸　尚子
中村　由佳

第 29 期 平成７年度卒

高梨　清乃
小越　紋子
阿部　光里
佐々木末里

第 30 期 平成８年度卒

磯田　玲奈
本田　彰子
中川　　彩
中嶋　麻井
吉田　亜梨
常盤　　安

第 31 期 平成９年度卒

松本しのぶ
小沢　　愛
萩原　亜希
柴田　孝子
本間　　愛

第 32 期 平成１０年度卒

久保　陽子
松崎　智江
村山　佑未

森井　景子
坂井美紗江

第 33 期 平成１１年度卒

片倉　　恵
清水　晶子
川野　美季
岡本　聖子
中川　　麗
近藤　美穂
峯村　葉月

第 34 期 平成１２年度卒

本間　圭子
萬野　　桂
飯田　京子
田口　景子
池田知寿子
大森　史子

第 35 期 平成１３年度卒

松木　香奈
金井奈央子
西村　幸代
高木　　恵
松本　絵朱

第 36 期 平成 14 年度卒

飯塚　綾子
近藤　美穂
小幡　有香
浅見麻衣子
小平　貴子

第 37 期 平成 15 年度卒

平田　育子
白鳥　歩美
水野衣理子
五藤かおり
神保佐知子

第 38 期 平成 16 年度卒

安田　紘子
北崎　悦子
上條いずみ

第 39 期 平成 17 年度卒

原　由紀代
遠藤真理子
川崎　光美
田村　瑞穂　

第 40 期 平成 18 年度卒

森　　美紀
高橋　　令
津布久　萌
田中　美穂
山崎　早苗

第 41 期 平成 19 年度卒

小野塚弓乃
大麻　　彩
坪　奈津美
土屋　奈夏
関口　　彩
井上　優佳
桑原　悠乃

第 42 期 平成 20 年度卒

蒲谷　知江
角田　良美
宮崎　優実
落合　望美

第 43 期 平成 21 年度卒

木下　ミサ
白　　華英
山口　亜弥

第 44 期 平成 22 年度卒

岡林　陽子
田淵ひろ子
下村　恵那

第 45 期 平成 23 年度卒

鈴木　直子
西川　満美
宮本　紗織
荒木　史織
境　　有紀
長谷川梨紗

第 46 期 平成 24 年度卒

渡邉　芽衣

第 47 期 平成 25 年度卒

山本　翔子
島田　雪乃
伊波　佳苗
伊藤　優花

第 48 期 平成 26 年度卒

宇佐川沙耶
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